
「音楽で暮らしに感動を届ける」ザ・シンフォニーホールの情報誌

Vol.41
2020 9月 - 11月
2020 9/10 発行
TAKE FREE

オールスター 紅白オペラ歌合戦 2020

ほか

冨田一樹 バッハ名曲決定版 2021

Close Up

A
d

a
g

i
e

t
t

o

プレミアムコンサート Vol.4

―日本の日の出を願う―
マーラー

5
第

番



02	 オールスター 紅白オペラ歌合戦 2020
04	 The Symphony Hall プレミアム コンサート Vol.4 マーラー第5番
06	 日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール
	 BEST OF BEETHOVEN Vol.3 「運命」
07	 プロジェクションマッピング・コンサートの秘密
08	 プロジェクションマッピング×パイプオルガン 新 超絶のオペラ座の怪人
09	 プロジェクションマッピング×パイプオルガン 超絶のクリスマス・キャロル
	 プロジェクションマッピング×パイプオルガン 新 超絶のスター・ウォーズ
10	 クリスマス アヴェ・マリア 〜世界を繋ぐアヴェ・マリア〜 砂川涼子 ソプラノ・リサイタル
11	 川井郁子 シンフォニック バレンタインコンサート 〜大人の情熱～
12	 美しき日本のうた「秋」
13	 美しき日本のうた「桜」
14	 冨田一樹(バッハ国際コンクール優勝）バッハ名曲決定版 2021
15	 再起動 elegy 未来に向けて 横坂源 チェロ・リサイタル
16	 未来の巨匠がつなぐ バトンリレーコンサート 全4回
18	 古澤 巖×TAIRIK バロックX'MAS
	 東京佼成ウインドオーケストラ 第5回大阪定期演奏会
19	 “讃” 平和を讃えて 広島交響楽団  第405回プレミアム定期演奏会 大阪公演
	 荒庸子 チェロ・リサイタル 2021  珠玉のシネマ名曲SELECTION Vol.7
	 モリコーネに思いをよせて—
20	 日本センチュリー交響楽団 ハイドンマラソンHM.22
	 〈名曲シリーズ〉大阪フィル×ザ・シンフォニーホール
	 ソワレ・シンフォニー Vol.15 & Vol.16
21	 石田泰尚 ヴァイオリン・リサイタル 2020
	 オペラ・ラティーナ コロンえりか ソプラノ・リサイタル 2020
22	 ABCテレビ主催公演・イベント情報
26	 日本センチュリー交響楽団
28	 振替公演のご案内
	 ザ・シンフォニーホール クリスマス オルガンコンサート 2020
29	 ホール・トピックス
30	 堀江政生のシンフォニア・アワー Vol.41
31	 Concert Calendar 2020.9～2020.11

※本誌は8月24日までの情報をもとに制作致しました。新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、状況次第で記載公演が中止もしくは延期となり、内容が変更になる場合がござ
います。予めご了承下さい。

いつもザ・シンフォニーホールをご愛顧頂き、誠にありがとうございます。当ホールは現在、
政府や大阪府より発表されております対処方針等を踏まえ、下記の通り感染拡大予防の対策を講じた上で、公演を行っております。

ご来場前にご一読頂き、ご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

ザ・シンフォニーホールでは、新型コロナウイルス感染症拡大
防止策として、以下の取り組みを行っております。

ご来場頂くお客様に安心してコンサートを楽しんで頂けるよう、下記の内容にご協力をお願い致します。

現在、館内の施設・設備及び貸し出し物のご利用を一部休止・制限させて頂いております。

お客様へのお願い

安心・安全の取り組み

館内施設及び貸し出し物等の当面のご利用についてのお願い

新型コロナウイルス感染症拡大防止のための、当館の取り組みとお客様へのお願いwww.symphonyhall.jp

contents

※記載内容は変更になる場合がございますので、予めご了承ください。
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マスク着用

館内では上演中も含め常時マ
スクの着用、咳エチケットの徹
底をお願い致します。フェイス
シールドをご着用の方は、マス
クも併せてご着用下さい

貸し出し車椅子、その他介助

ウォーターサーバー・ウォータークーラー

カフェ・ショップ・プレイガイド

クローク・貸し出しブランケット

貸し出し車椅子のご利用は介添の方とご来
場頂き、公演前日までに各主催者へご予約さ
れた方に限らせて頂きます。これまでスタッフ
が行っておりました目の不自由な方への介助
も、お客様との濃厚接触を避けるため控えさ
せて頂きます。介助が必要な方は必ず介添の
方とご来場をお願い致します

館内に設置しているウォーターサーバー及び
ウォータークーラーのご利用は休止致してお
ります。3階サイドロビーに自動販売機がござ
いますので、是非ご利用下さい
※公演によってはご利用頂けない場合がございま
す。※客席内でのご飲食はご遠慮頂いております。

カフェ・ショップ・プレイガイドは当面の間、営
業を休止致しております。尚、チケットのご購
入は、お電話またはWEBにて受付をしており
ます

クロークサービスは休止致しております。お
手荷物はお手元で管理頂き、コインロッカー
も併せてご利用下さい。またブランケットの貸
し出しも休止致しておりますので、体温調節
のしやすい服装でご来場下さい

お客様におかれましては、多々ご不便をおかけすることと存じますが、コ
ンサートを楽しみにご来場頂いたすべてのお客様の安全に配慮し、皆様
と共に感染拡大の防止に努めていく所存でございます。

手洗い・手指の消毒

こまめな手洗い、手指の消毒を
お願い致します。アルコール消
毒液がご利用頂けない方はご
自身で代替の除菌シート等を
ご準備下さい

体温測定

サーモグラフィーや検温器によ
り、37.5℃以上の発熱がある
方はご入場をお断り致します

館内はお静かに

大きな声での声援や、館内での
会話はお控え下さい

チケットの確認

スタッフが目視で確認した後、
お客様自身でもぎりBOXへお
入れ下さい

ご自席でのご鑑賞

客席内のソーシャルディスタン
ス確保のため、お座席のご 移
動は固くお断り致します

体調確認

2週間以内に発熱や咳、鼻汁、
倦怠感、味覚・嗅覚障害、その他
感冒症状があった方はご来場
をお控え下さい。ご来場後も体
調が優れない場合は、無理を
せずスタッフにお声がけ下さい

スタッフのマスク着用
勤務中はマスク着用に加え、一部のスタッフ
はフェイスシールド、手袋も着用し対応させ
て頂きます

バックヤードの衛生管理
館内のバックヤードは定期的な換気、消毒
により、徹底した衛生管理を行います

健康管理の強化
スタッフや出演者の健康管理をこれまで以
上に厳しくチェックしております

会計時の接触防止
キャッシュレス決済の推奨及びキャッシュ
トレイの活用により、接触防止の工夫を行
います

館内・客席の換気
館内は空調システムにより常時換気を行っ
ており、10分毎にすべての空気が入れ替わ
ります

エアバスターの導入
オゾン除菌脱臭器エアバスターを使用し、
館内すべての空気清浄を行います

消毒液の増設
館内各所に手指用アルコール消毒液を設置
しておりますので、こまめにご利用下さい

ソーシャルディスタンス
お客様同士の距離を確保する表示やご案
内を行います

館内・お座席の消毒
お座席は公演毎に、館内のすべてのお手が
触れる箇所においてはこまめに消毒を行い
ます

来場記録シート

当日券をご購入のお客様やご
購入者様とご来場者様が異な
る場合はご記入下さい

定型ハガキに下記の情報を記載いただき、63円切手を貼付の上、ポストに投函ください。
【定型ハガキ裏】1.お名前（フリガナ付き）、2.性別、3.郵便番号、4.住所、5.電話番号、
6.メールアドレス（メールマガジン受取りの場合）

【定型ハガキ表】531-8501 大阪市北区大淀南2丁目3-3
ザ・シンフォニーホール「シンフォニア」係

【お客様の個人情報の取り扱いについて】株式会社ザ・シンフォニーホールでは、次に掲げた内容にしたがって、個人情報の保護に努めてまいりま
す。○お客様からご提供いただいた個人情報については、個人情報に関する法令、規範に則り適正に管理いたします。○お客様からいただいた個
人情報は、以下の目的のみに使用し、それ以外には一切使用いたしません。（1）シンフォニア会員様への情報誌「シンフォニア」および関連する印
刷物の発送（2）ザ・シンフォニーホールで開催する催事をご案内する印刷物の発送（3）ホールなど施設の利用に関するご案内、ご連絡（4）ザ・シ
ンフォニーホールの事業、サービスの開発・改善を目的とした調査・研究のためのアンケートの送付・分析・データ集積（5）チケット予約販売に伴
う、ご本人確認およびご連絡（6）株式会社ザ・シンフォニーホールに関するご案内の発送○個人情報のご提供はご自身の意思でご本人様が行う
ものといたします。○お客様の個人情報を、適正かつ迅速に処理するため、その作業を外部の企業に委託して行うことがあります。その場合、委
託先において個人情報が安全に管理されるよう適切に監督します。

※手続き完了後、約2週間で会員番号のお知らせと、シンフォニア最新号をお送り致します。

シンフォニア会員にご登録いただきますと、先行予約のご利用、シンフォニアのお届け、
メールマガジンの受け取り等お得な特典をご利用いただけます。ぜひご登録ください！

シンフォニア会員登録方法

ザ・シンフォニーホール ホームページ
http://www.symphonyhall.jp/ からご登録下さい。
▼ ハガキでのご登録

▼ ＷＥＢサイトからのご登録

※携帯端末のメールアドレスをご登録いただく場合、受信設定をしている方はメールが受信できない場合がございます。「@
symphonyhall.jp」をドメイン指定受信して下さい。指定方法はご利用の携帯電話会社にお問い合わせください。

携帯・スマートフォン
をご使用の方はこ
ちらからアクセスし
ていただけます。

登録費
年会費
 無料！

●先行予約：9月17日（木）10:00AM〜
※Sinfonia会員先行予約期間中は、電話・WEBのみのご予約となります。
※ザ・シンフォニー チケットセンター窓口、館内プレイガイドでの販売はございません。
※Sinfonia会員先行期間中にご予約されたチケットは、すべて郵送でのお届けとなります。
●電話：ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
（10：00～18：00 火曜定休）
●WEB：http://www.symphonyhall.jp/

9月のＳｉｎｆｏｎｉａ会員先行予約

ご協力頂けない方はご入場をお断りする場合がございます。予めご了承下さい。
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関西オペラ界のスターたちが真剣勝負！
贅沢で華やかな夢の祭典で
希望に満ちた新年を祈る

この対決を聴かずして、
年は越せない！！

−日本の日の出を願う−

2 0 2 0

◀荒田祐子（メゾソプラノ）
サン＝サーンス：『サムソンとデリ
ラ』より 

「あなたの声に私の心は開く」

▶大谷圭介.（バリトン）
ヴェルディ：『ドン・カルロ』より

「私です、カルロ様
〜最後の時が来た」

▶清原邦仁（テノール）
ビゼー：『アルルの女』より

「フェデリコの嘆き」

▶小餅谷哲男（テノール）
レオンカヴァッロ：『道化師』より

「衣装をつけろ」

▶田中由也（バリトン）
ヴェルディ：『リゴレット』より

「悪魔め鬼め」

▶西尾岳史（バリトン）
ビゼー：『カルメン』より

「闘牛士の歌」

▶松澤政也（バリトン）
ヴェルディ：『マクベス』より

「哀れみも誉れも愛も」

▶松原 友（テノール）
ドニゼッティ：『愛の妙薬』より

「人知れぬ涙」

※五十音順※五十音順

▶谷 浩一郎（テノール）
プッチーニ：『トゥーランドット』より

「誰も寝てはならぬ」

▶馬場清孝（テノール）　
ヴェルディ：『リゴレット』より

「あの娘の涙が見えるようだ」

◀木澤佐江子（ソプラノ）
ドニゼッティ：『ランメルモールのル
チア』より

「あたりは沈黙に閉ざされ」

◀斉藤言子（ソプラノ）
チレア：『アドリアーナ・ルクヴルー
ル』より 

「私は芸術のしもべです」

◀樽谷昌子（ソプラノ）
レオンカヴァッロ：『道化師』より
「鳥の歌」

◀並河寿美（ソプラノ）
ヴェルディ：『椿姫』より

「あぁ そはかの人か
～花から花へ」

◀湯浅 契（ソプラノ）
プッチーニ：『蝶々夫人』より

「ある晴れた日に」

◀水野智絵（ソプラノ）
ヴェルディ：『仮面舞踏会』より

「ここは恐ろしい場所
…あの草を摘み取って」

◀泉 貴子（ソプラノ）
ヴェルディ：『運命の力』より

「神よ平和を与えたまえ」

◀古田昌子（メゾソプラノ）
ビゼー：『カルメン』より
「ハバネラ」

白組司会 堀江政生
（朝日放送テレビアナウンサー）

指揮 粟辻 聡紅組司会 八塚彩美
（朝日放送テレビアナウンサー）

管弦楽 大阪交響楽団

オールスター

オペラ
歌合戦

W
h

i
t

e
 

t
e

a
m

R
e

d
 

t
e

a
m

つ
け
ろ
〞を
歌
う
テ
ノ
ー
ル
の
小
餅
谷
哲
男

は
、独
特
の
色
気
と
豊
か
な
表
現
力
で
凄
み

の
あ
る
カ
ニ
オ
を
演
じ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

高
く
澄
み
切
っ
た
歌
声
で
、聴
く
人
の
心
ま

で
清
ら
か
に
さ
せ
る
清
原
邦
仁
は「
ア
ル
ル

の
女
」よ
り〝
フ
ェ
デ
リ
コ
の
嘆
き
〞で
哀
切

に
満
ち
た
恋
心
を
届
け
る
。「
ト
ゥ
ー
ラ
ン

ド
ッ
ト
」よ
り〝
誰
も
寝
て
は
な
ら
ぬ
〞を
歌

う
谷
浩
一
郎
は
、演
劇
性
に
長
け
た
表
現
力

と
甘
い
マ
ス
ク
で
客
席
を
惹
き
つ
け
る
は

ず
だ
。

紅 白

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

名
だ
た
る
歌
手
が
結
集
！

活
力
み
な
ぎ
る
本
気
の
歌
声
対
決

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
名
ア
リ
ア
揃
い

紅
組
の
歌
姫
に
魅
了
さ
れ
る

迫
力
と
色
気
で
圧
倒
す
る
白
組

年
の
瀬
は
関
西
随一の
夢
の
祭
典
へ

2020.12/27（日） 3:00PM
S 8,800円　A 7,700円 （税込）
[お問合せ] ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール[協力]公益社団法人
大阪交響楽団／公益社団法人関西二期会／特定
非営利活動法人関西芸術振興会・関西歌劇団／堺
シティオペラ一般社団法人
先行予約：9/17（木）　一般発売：9/20（日）

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、
全
て

の
公
演
で
感
染
症
対
策
を
行
っ
て
い
る
が
、

本
公
演
で
は
更
に
強
化
し
た
、歌
の
公
演
専

用
の
飛
沫
防
止
策
も
と
る
の
で
、安
心
し
て

楽
し
め
そ
う
だ
。

　

こ
う
い
う
時
勢
だ
か
ら
こ
そ
、心
の
琴
線

に
触
れ
る
生
の
舞
台
に
足
を
運
び
た
い
。

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
し
か
味
わ
え

な
い
贅
沢
で
華
や
か
な
舞
台
で
年
の
瀬
を

過
ご
し
、来
年
を
楽
し
く
迎
え
ま
せ
ん
か
。

（
文　

金
子
真
由
）

令和2年

年越し

 スペシャル！！
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は
な
い
か
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
、
そ

の
役
割
を
担
お
う
と
、
こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
２
０
２
１
年
の
１
月
に
お
贈
り

す
る
。「
平
和
、平
穏
、健
康
」と
い
う
何

に
も
代
え
が
た
い
人
類
共
通
の
願
い

を
込
め
て
―
―
。

　

そ
ん
な
願
い
を
音
に
託
し
て
皆
様

活
で
感
じ
て
い
た
幸
福
の
絶
頂
の
象

徴
。
後
に
ル
キ
ノ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ

監
督
の
名
画「
ベ
ニ
ス
に
死
す
」に
使

わ
れ
た
こ
と
で
、現
在
彼
の
音
楽
の
代

名
詞
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

演
奏
は
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響

楽
団
。
指
揮
を
務
め
る
の
は
、首
席
指

揮
者
と
し
て
７
年
目
の
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
飯
森
範
親
で
、今
回
も
変
幻
自

在
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
操
り
な
が
ら
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
個
々
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
最
大
限
に
引
き
出
し
て
く
れ
る
に

違
い
な
い
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
前
半
に
は
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
疾
走
感
に
あ
ふ
れ
た
リ

ス
ト
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
第
２
番

の
管
弦
楽
版（
原
曲
は
ピ
ア
ノ
曲
）が

演
奏
さ
れ
る
。
こ
れ
に
続
く
の
が
、同

じ
作
曲
家
の
手
に
よ
る
ピ
ア
ノ
協
奏

曲 

第
１
番
で
、
ソ
リ
ス
ト
に
名
手
・
関

本
昌
平
を
迎
え
る
。
大
阪
出
身
の
彼

は
、弱
冠
20
歳
で
難
関
シ
ョ
パ
ン
国
際

コ
ン
ク
ー
ル
で
第
４
位
入
賞
を
果
た

し
、現
在
も
着
々
と
進
化
し
続
け
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
通
り
。
本
作
は
ピ

ア
ノ
と
管
弦
楽
が
一
体
と
な
っ
た
交

響
詩
の
よ
う
な
作
風
な
の
で
、彼
の
持

ち
味
で
あ
る
鋭
い
知
性
と
豊
か
な
詩

情
を
た
っ
ぷ
り
と
味
わ
い
た
い
。

　

飯
森
範
親
、関
本
昌
平
、日
本
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
。
国
内
を
代
表

す
る
名
手
が
こ
の
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

[指揮]飯森範親　[ピアノ]関本昌平
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
リスト：ハンガリー狂詩曲 第2番 嬰ハ短調 〈オーケストラ版〉／リスト：ピアノ協奏曲 
第1番 変ホ長調／マーラー：交響曲 第5番 嬰ハ短調
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.1/16（土） 2:00PM
S 7,700円　A 6,600円　B 5,500円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

当初は7月にチケット発売を予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み発売を延
期させて頂きました。お客様にはご迷惑をおかけしましたことを、心よりお詫び申し上げます。

に
寄
り
添
い
、時
代
の
流
れ
の
中
で
、

常
に
人
の
心
を
癒
し
、時
に
は
勇
気
付

け
、心
の
平
穏
、情
操
教
育
、教
養
の

向
上
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
は
論
を

俟
た
な
い
。
歴
史
の
中
で
幾
度
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
心
の
絆
を

継
承
し
続
け
た
芸
術
に
今
、
で
き
る
こ

と
は
や
は
り
、〝
素
晴
ら
し
い
音
楽
で

人
々
の
心
に
安
寧
の
ひ
と
時
を
届
け

る
こ
と
〞。
こ
の
こ
と
に
尽
き
る
の
で

ザ・シンフォニーホールが贈る

プレミアムコンサート。

2021年の幕開けは指揮 飯森範親と

日本センチュリー交響楽団が、

マーラーの交響曲 第5番で

暗闇からの力強い光を見せつける。

に
お
届
け
す
る
の
が
、巨
匠
マ
ー
ラ
ー

の
傑
作
と
し
て
名
高
い
交
響
曲
第
５

番
。
失
わ
れ
た
尊
い
命
へ
の
追
悼
が

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
ソ
ロ
か
ら
始
ま
る

「
葬
送
行
進
曲
」、生
き
と
し
生
け
る

者
へ
、命
の
活
力
と
未
来
を
担
い
新
し

い
歴
史
を
刻
む
勇
気
が
示
さ
れ
た「
ア

ダ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
」。
そ
し
て
最
後
は

華
々
し
い
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
締
め

括
ら
れ
る
全
５
楽
章
構
成
で
書
か
れ

て
い
る
。
こ
の〝
暗
〞か
ら〝
明
〞の
展

開
を
、大
編
成
の
管
弦
楽
に
よ
っ
て
ド

ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
楽
し
め
る
の
が
大

人
気
の
理
由
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
あ
ま
り
に
も
静
謐
で
甘
美
な
旋

律
で
知
ら
れ
る
第
４
楽
章
の
ア
ダ
ー

ジ
ェ
ッ
ト
は
、
マ
ー
ラ
ー
が
作
曲
の
前

年
に
結
婚
し
た
才
媛
ア
ル
マ
と
の
生

Review The Symphony Hall プレミアムコンサート Vol.4 マーラー第5番 -日本の日の出を願う-

　
「
日
本
の
日
の
出
を
願
う
」コ
ン

サ
ー
ト
!!

　

２
０
２
０
年
１
月
に
未
知
の
ウ
イ

ル
ス
の
発
生
を
知
ら
せ
る
ニ
ュ
ー
ス

の
第
一
報
。
そ
の
時
こ
の
未
曽
有
の

危
機
を
予
感
し
た
人
は
少
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
？
そ
の
後
、日
々
感

染
者
が
増
え
、見
え
な
い
敵「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」と
の
闘
い
に
明
け
暮

れ
る
毎
日
が
続
き
、人
の
命
を
奪
い
、

又
、経
済
を
蝕
み
、人
の
心
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
界
も
大
き
な
影
響
を
受

け
る
中
、〝
今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
何
な
の
か
？
〞を
改
め
て
自
問
す
る

日
々
が
続
い
て
い
る
。

　

芸
術
、文
化
は
古
来
よ
り
人
の
心

―日本の日の出を願う―
第5番

マ
ー
ラ
ー

先行予約：9/17（木）　一般発売：9/20（日）

プレミアムコンサート
Vol.4

未曾有の危機からの夜明けを高らかに謳う

素
晴
ら
し
い
音
楽
で
、

人
々
の
心
に

安
寧
の
ひ
と
時
を
届
け
た
い

心
の
絆
を
継
承
し
続
け
た
芸
術
に

今
、で
き
る
こ
と

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

飯
森
範
親

指揮

ピ
ア
ノ
関本昌平

日本センチュリー交響楽団
©s.yamamoto

ホ
ー
ル
に
集
い
、「
日
本
の
日
の
出
」を

心
か
ら
祈
り
な
が
ら
、今
回
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
際
は
、

政
府
発
出
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
真
摯

に
受
け
止
め
、徹
底
し
た
感
染
予
防
対

策
に
留
意
し
な
が
ら
、引
き
続
き
入
場

者
を
制
限
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
だ
ろ

う
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
聴
き
手
の
皆

様
に
は
、
マ
ス
ク
を
着
け
て
周
囲
に
気

を
配
り
な
が
ら
の
鑑
賞
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
制
約
の
分
、

音
を
感
じ
る
耳
と
心
は
何
倍
に
も
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
る
は
ず
。
そ
ん
な
一
期

一
会
の
ひ
と
時
を
是
非
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

巨
匠
マ
ー
ラ
ー
の
音
楽
の
代
名
詞

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
展
開
す
る
傑
作

リ
ス
ト
の
名
曲
を
関
本
昌
平
が

豊
か
な
詩
情
で
魅
せ
る
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【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

BEST OF
BEETHOVEN
BB Vol.3

「運命」

ベートーヴェン生誕250周年 日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール

ピアノ：関本昌平ヴァイオリン：郷古 廉チェロ：横坂 源

©Hisao Suzuki

Ｖｏ
ｌ
．１ 

横
山
幸
雄
、Ｖｏ
ｌ
．２ 

竹
澤
恭
子
に
続
く

大
好
評
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
は
若
き
俊
英
た
ち
の〝
競
演
〟

　
〝
今
が
旬
〞の
、瑞
々
し
い
感
性
の
ぶ

つ
か
り
合
い
を
、
ぜ
ひ
体
感
し
て
み
た

い
。
飯
森
範
親
指
揮
の
日
本
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
交
響
楽
団
と
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
が
お
く
る
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

生
誕
２
５
０
周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト《
ベ
ス
ト 

オ
ブ 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
》

の
第
３
回
。
ピ
ア
ノ
の
関
本
昌
平
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
郷
古
廉
、
チ
ェ
ロ
の

横
坂
源
と
、最
難
関
の
国
際
コ
ン
ク
ー

ル
で
輝
か
し
い
実
績
を
重
ね
、国
内
外

の
檜
舞
台
で
活
躍
す
る
３
人
の
俊
英

が
一
堂
に
会
し
、〝
隠
れ
た
佳
品
〞と
も

称
さ
れ
る「
三
重
協
奏
曲
」を
披
露
す

る
。

　

シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ク
ー

ル
で
４
位
と
な
っ
た
関
本
。
ス
イ
ス

で
開
か
れ
た
、
テ
ィ
ボ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ル

ガ
・
シ
オ
ン
国
際
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
コ

ン
ク
ー
ル
を
制
し
た
郷
古
廉
。
そ
し

て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
・
チ
ェ
ロ
部
門
で
第
２
位
を
獲
得

し
た
横
坂
源
。
リ
サ
イ
タ
ル
や
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
共
演
の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
、

こ
こ
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
も

数
々
の
快
演
を
重
ね
、互
い
に
デ
ュ
オ

で
共
演
す
る
経
験
の
多
い
３
人
だ
が
、

揃
っ
て〝
競
演
〞の
機
会
と
な
る
と
、非

常
に
珍
し
い
と
い
う
。

BB Vol.3「運命」
[ピアノ]関本昌平　[ヴァイオリン]郷古 廉　[チェロ]横坂 源
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
-------------------------------------------------------------------------
ヴァイオリン､チェロ､ピアノのための三重協奏曲 ハ長調 op.56／交響曲 第5
番 ハ短調 「運命」 op.67
-------------------------------------------------------------------------
2021.2/21（日） 2:00PM
S 6,600円　A 5,500円　B 4,400円 （税込）
[お問合せ]センチュリー・チケットサービス 06-6848-3311
[主催]公益財団法人日本センチュリー交響楽団／ザ・シンフォニーホール

　

ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ

と
管
弦
楽
の
た
め
の「
三
重
協
奏
曲
」

は
、楽
聖
が
33
歳
だ
っ
た
１
８
０
３
年

か
ら
翌
年
に
か
け
て
作
曲
さ
れ
た
。

重
厚
な
品
格
と
繊
細
な
可
憐
さ
の
両

方
を
兼
ね
備
え
た
、第
１
楽
章
ア
レ
グ

ロ
。
管
弦
楽
を
バ
ッ
ク
に
、
３
人
の
ソ

リ
ス
ト
が
親
密
に
対
話
す
る
第
２
楽

章
ラ
ル
ゴ
。
そ
し
て
、
わ
く
わ
く
す
る

よ
う
な
躍
動
感
の
も
と
、華
麗
な
名
人

芸
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る「
ポ
ー
ラ
ン
ド

風
ロ
ン
ド
」の
終
楽
章
。
18
世
紀
に
流

行
し
た「
サ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
コ
ン
セ
ル

タ
ン
ト（
協
奏
交
響
曲
）」の
ス
タ
イ
ル

に
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
独
自
の
美
学
が

巧
み
に
落
と
し
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
傑
作
な
が
ら
、実
は
生

演
奏
で
体
験
で
き
る
機
会
は
、意
外
な

ほ
ど
に
少
な
い
。
そ
の
要
因
と
し
て
、

卓
越
し
た
実
力
を
持
ち
、
し
か
も
相

性
の
良
い
ソ
リ
ス
ト
を
３
人
も
揃
え

る
の
が
難
し
い
、
と
言
う
こ
と
が
一
番

に
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
響
き
を

知
り
尽
く
し
た
、
い
ま
望
み
う
る
最
高

の〝
旬
〞の
顔
ぶ
れ
に
よ
る
今
回
の
ス

テ
ー
ジ
に
触
れ
ら
れ
る
聴
衆
は
、
ま
さ

に
幸
運
。
俊
英
た
ち
は
、
あ
る
時
は
共

に
謳
い
、
あ
る
時
は
拮
抗
し
て
、快
い

緊
張
感
と
愉
悦
に
満
ち
た
音
楽
を
聴

か
せ
て
く
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
ス
テ
ー
ジ
後
半
で
披
露
さ

れ
る
の
は
、楽
聖
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

代
名
詞
と
も
言
え
る「
交
響
曲
第
５
番

《
運
命
》」。
ま
ず
冒
頭
で
奏
さ
れ
、曲

中
で
執
拗
に
繰
り
返
さ
れ
る
有
名
な

主
題
に
つ
い
て
、作
曲
家
は「
運
命
は

こ
う
扉
を
叩
く
」と
説
明
し
た
と
も
。

人
生
の
試
練
と
、最
終
的
に
到
達
す
る

希
望
の
光
を
投
影
し
た
、高
い
精
神
性

を
湛
え
る〝
傑
作
中
の
傑
作
〞。
喜
び

と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
あ
ふ

れ
る「
三
重
協
奏
曲
」と
い
う
、対
照
的

な
作
品
と
併
せ
て
聴
け
ば
、
ま
た
新
鮮

な
驚
き
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
同
時
に
、

稀
代
の
作
曲
家
が
備
え
た
多
面
性
も
、

実
感
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

（
文　

笹
田
和
人
）

最
高
の
顔
ぶ
れ
に
よ
る

「
隠
れ
た
佳
品
」

Review ベートーヴェン生誕250周年 日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール BEST OF BEETHOVEN

先行予約：9/24（木）　一般発売：9/27（日）

feat.BB Vol.3
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
作
成
し
た
Ｃ
Ｇ

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
立
体
物
に
投

影
し
、新
た
な
空
間
演
出
を
お
届
け

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン

グ（
以
下
Ｐ
Ｍ
）。〝
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
馴

染
み
の
な
い
方
に
も
、視
覚
と
音
を
融

合
さ
せ
る
こ
と
で
、作
品
を
わ
か
り
や

す
く
楽
し
ん
で
ほ
し
い
〞。
そ
ん
な
想

い
で
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
、

２
０
１
４
年
か
ら
公
演
に
Ｐ
Ｍ
を
導
入

し
ま
し
た
。

　

以
来
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
な
ど
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
数
々
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、使
用

し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
は
４
台
。

こ
の
よ
う
に
複
数
台
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
Ｃ
Ｇ
投
影

し
、
よ
り
大
が
か
り
か
つ
高
性
能
な
Ｐ

Ｍ
を
実
現
し
て
い
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
輪
郭

を
縁
取
る
よ
う
に
カ
ラ
フ
ル
な
光
が

流
れ
て
い
っ
た
り
、
パ
イ
プ
部
分
が
３

Ｄ
の
よ
う
に
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
見

え
た
り
す
る
演
出
。
い
つ
も
は
厳
か
な

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
Ｐ
Ｍ
の
コ
ン
サ
ー

ト
の
日
だ
け
は
変
幻
自
在
な
表
情
を

見
せ
る
の
が
面
白
い
と
こ
ろ
。
他
に

も
、光
の
粒
が
あ
ふ
れ
出
し
た
り
、雪
が

降
っ
た
り
、花
火
が
上
が
っ
た
り
、鳥
が

飛
び
立
っ
た
り
…
。
公
演
内
容
に
合
わ

せ
て
作
ら
れ
た
映
像
は
本
当
に
多
種

多
様
で
、皆
様
に
毎
回
新
鮮
な
感
動
を

巻
き
起
こ
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

私
た
ち
の
Ｐ
Ｍ
を
導
入
時
か
ら
担

当
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
Ｘ
の
城
戸
遥
さ
ん
は
、
そ

の
見
ど
こ
ろ
を
こ
う
話
し
ま
す
。

　
「
映
像
を
作
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
、

実
は
元
舞
台
役
者
。
楽
曲
に
イ
ン
ス
パ

イ
ア
さ
れ
て
作
る
映
像
一
つ
ひ
と
つ
に

こ
だ
わ
り
抜
い
て
い
て
、舞
台
経
験
を

活
か
し
な
が
ら
、演
出
面
で
お
客
様
に

い
か
に〝
魅
せ
る
〞か
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
特
に
見
ど
こ
ろ
な
の
は
、映
像

が
一
瞬
に
し
て
切
り
替
わ
り
、
お
客
様

の
目
の
前
に
壮
大
な
景
色
が
広
が
る

場
面
だ
と
思
い
ま
す
」

　

そ
ん
な
事
前
に
作
り
上
げ
た
こ
だ

わ
り
の
映
像
は
、生
演
奏
と
も
完
璧
に

シ
ン
ク
ロ
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
操
作
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
各
楽
曲
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ

た
Ｐ
Ｍ
を
綿
密
に
作
っ
て
準
備
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
流
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
本

番
で
は
、生
演
奏
な
ら
で
は
の
間
や
ス

ピ
ー
ド
の
変
化
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り

ザ・シンフォニーホールでは、1年
を通して、プロジェクションマッピ
ングを使用した様々なコンサー
トを行っています。これからコン
サートを楽しんでくださるお客様
へ、ザ・シンフォニーホール プロ
ジェクションマッピングの秘密を
少しだけお教えします！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ・コ
ン
サ
ー
ト
の
準

備
の
様
子
。2
階
席
の
前
方
に
4
台
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

プロジェクションマッピングを存分に楽しめる公演を紹介！N E X T

プロジェクションマッピング・
コンサートの秘密

ま
す
か
ら
ね
。
そ
こ
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
、瞬
時
の
判
断

で
映
像
を
切
り
替
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」

　

最
後
に
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な

ら
で
は
の
魅
力
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　
「
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
映
像
だ
け
で
な

く
、〝
も
っ
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
〞〝
も
っ

と
女
性
ら
し
さ
を
出
し
て
〞と
い
っ
た

演
奏
者
を
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
し
た
も
の
も

作
成
し
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。
演
奏

者
や
技
術
者
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た

ホ
ー
ル
の
企
画
担
当
者
の
声
も
反
映

さ
せ
な
が
ら
、沢
山
の
人
々
の
想
い
が

重
な
り
合
っ
て
、毎
回
一
期
一
会
の
Ｐ

Ｍ
公
演
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
す
」

T h e  S y m p h o n y  H a l l  P r o j e c t i o n  M a p p i n g  P r o g r a m !

Sinfonia
Sp e c i a l 1
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ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
、
こ
の
シ
リ
ー

ズ
の
フ
ァ
ン
か
ら
か
ね
て
よ
り
再
演
を
希
望
す

る
声
が
多
か
っ
た「
超
絶
の
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」

を
11
月
６
日
に
、
２
年
３
ヶ
月
ぶ
り
に
開
催
す

る
。
し
か
も
今
回
は
全
曲
の
ア
レ
ン
ジ
を
一
新

し
て
お
届
け
す
る
の
で
必
聴
だ
。
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
は
、第
３
回
ブ
ク
ス
テ
フ
ー
デ
国
際
オ
ル
ガ

ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
人
初
優
勝
を
飾
っ
た
大

木
麻
理
。
さ
ら
に
は
打
楽
器
メ
ン
バ
ー
も
加
わ

る
が
、彼
女
は
他
ジ
ャ
ン
ル
と
の
共
演
経
験
も

豊
富
な
の
で
、実
力
は
折
り
紙
つ
き
と
言
え
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
並
ぶ
の
は
、華
々
し
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
も
人
気
が
高
い

「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」、「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」を
は

じ
め
、「
キ
ャ
ッ
ツ
」「
天
使
に
ラ
ブ
・
ソ
ン
グ
を
」

「
美
女
と
野
獣
」な
ど
、
お
な
じ
み
の
名
舞
台
音

楽
の
数
々
を
繰
り
広
げ
て
い
く
。
そ
し
て
後
半

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
、思
わ
ず
感
嘆
の
吐
息

が
こ
ぼ
れ
そ
う
に
な
る
ほ
ど
の
、心
に
パ
ワ
ー

を
与
え
て
く
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
美
し
い
映
像

の
相
乗
効
果
に
期
待
し
て
ほ
し
い
。
今
回
初
披

露
の
編
曲
と
刺
激
的
な
映
像
が
織
り
な
す
、新

た
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
物
語
世
界
を
存
分
に
堪

能
し
よ
う
！

誰もが耳にしたことがある名舞台音楽の数々に酔いしれる夜！
感動のクライマックスをお見逃しなく！

文　渡辺謙太郎

超絶シリーズ最新作！聖夜に音楽の魔法がかかる

[オルガン]大木麻理
-----------------------------------------------
ミュージカル『オペラ座の怪人』★／ミュージ
カル『レ・ミゼラブル』★／ミュージカル『キャッ
ツ』★／映画『天使にラブ・ソングを』／映画
『サウンド・オブ・ミュージック』／映画『オズの
魔法使い』より「over the rainbow」／映画
『LA LA LAND』★／映画『美女と野獣』★　
★プロジェクションマッピング付き
-----------------------------------------------
2020.11/6（金） 7:00PM
※休憩なし。約60分間のコンサートです。
※4歳以上のお子様からご入場可能です。
全席指定 2,750円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

超絶の
クリスマス・キャロル

T h e  S y m p h o n y  H a l l  P r o j e c t i o n  M a p p i n g  P r o g r a m !

Sinfonia
Sp e c i a l 2

新 超絶の
オペラ座の怪人

光と音の融合が生み出す壮大で煌びやかな空間。ザ・シンフォニーホールの大人気シリーズが、11、12、１月と3ヶ
月に渡って連続で開催される！色彩豊かでファンタジックな演出と音色。さらにどの公演も４歳以上から入場可
能なので、子どもも大人も楽しめる！それぞれに意匠を凝らした各公演の見どころと聴きどころをご紹介しよう!!

プロジェクションマッピング×パイプオルガン

大人気「超絶コンサート」

“スゴすぎる！”３ヶ月連続開催！

大人気「超絶」シリーズ！

プロジェクションマッピング×パイプオルガン

今年の
“芸術の秋”は

コレ！

2020

11/6
（金）

オルガニスト 大木麻理

発売中

まるでミュージカルのステージにいるような、ゴージャスな空間

©Mari Kusakari
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そ
し
て
年
明
け
の
１
月
30
日
の
昼
夜
２
回
公

演
で
は
、２
０
１
６
年
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
現
在
ま

で
大
好
評
を
博
し
、完
売
を
記
録
し
続
け
て
い
る

「
超
絶
の
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
帰
っ
て
く
る
！
全
曲
を
新
た
な
編
曲
で
発

表
す
る
と
い
う
か
ら
、す
で
に
鑑
賞
済
み
の
方
に

も
是
非
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
心
を
担
う
の
は
、映
画
音
楽

の
巨
匠
で
88
歳
に
な
っ
た
今
も
精
力
的
に
作
曲

活
動
を
続
け
て
い
る
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が

残
し
た
珠
玉
の
名
曲
の
数
々
。「
Ｅ
．Ｔ
．」の
流
麗

な
フ
ラ
イ
ン
グ
・
テ
ー
マ
。「
ジ
ョ
ー
ズ
」の
お
ど

ろ
お
ど
ろ
し
い
メ
イ
ン
・
タ
イ
ト
ル
。「
バ
ッ
ク
・

ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」の
胸
が
高
鳴
る
テ
ー

マ
。
愛
ら
し
く
幻
想
的
な「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」

の
メ
ド
レ
ー
。
そ
し
て
、勇
壮
で
堂
々
た
る「
ス

タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・
パ
ー
ク
」の

テ
ー
マ
な
ど
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
大
人
気
映

画
の
音
楽
を
届
け
て
い
く
。

　

め
く
る
め
く
ス
リ
リ
ン
グ
な
音
と
映
像
を
体

感
で
き
る
空
間
は
、
ま
る
で
新
た
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
よ
う
。
五
感
を
隅
々
ま
で
駆
使
し
て

楽
し
も
う
!!

ひと足早いクリスマス・プレゼントにぴったり。
心温まるプログラムを大切な人と＆ファミリーで楽しもう！

元祖「超絶」コンサートが全編リニューアルして帰ってくる！
ジョン・ウィリアムズの映画音楽をパイプオルガンで楽しむ

超絶シリーズ最新作！ 聖夜に光と音楽の魔法がかかる

スリル満点！大ヒット映画の世界を体感できるコンサート

[オルガン]大木麻理
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ジョーンズ：「もろびとこぞりて」による変奏曲 ★／フレンチ
のキャロル（He is born,the Divine Christ Child、荒
野の果てに）／ディズニー ジュエリー ボックス ★（星に願
いを、ミッキーマウス・マーチ、いつか王子様が、スーパーカ
リフラジリスティックエクスピアリドーシャス、アンダー・ザ・
シー、ホール・ニュー・ワールド、レットイットゴー）／レーガー：
きよしこの夜 ★／クリスマスメドレー ★（神の御子は今宵
しも、ホワイト・クリスマス、赤鼻のトナカイ、サンタクロース
がやって来た）／バッハ：主よ人の望みの喜びよ ほか ★プ
ロジェクションマッピング付き
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.12/21（月） 2:00PM/7:00PM
※休憩なし。約60分間のコンサートです。
※4歳以上のお子様からご入場可能です。
全席指定 各3,000円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

[オルガン]大木麻理
-----------------------------------------------
「インディ・ジョーンズ」より レイダース・マーチ／
「ハリー・ポッター」より メドレー★ ～プロローグ -
ハリーの不思議な世界- ヘドウィグのテーマ～／
「E.T.」より フライング・テーマ／「ジョーズ」より メ
イン・タイトル／「ジュラシック・パーク」より テーマ★
／「スター・ウォーズ」より メドレー ★～メイン・タイ
トル - 帝国のマーチ - レイア姫のテーマ-王座の間
とフィナーレ～／「バック・トゥ・ザ・フューチャー」より 
テーマ★／「パイレーツ・オブ・カリビアン」より メド
レー★　★プロジェクションマッピング付き
-----------------------------------------------
2021.1/30（土） 2:00PM/7:00PM
※休憩なし。約60分間のコンサートです。
※4歳以上のお子様からご入場可能です。
全席指定 各3,000円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

先行予約：9/17（木）　一般発売：9/20（日）

先行予約：9/17（木）　一般発売：9/20（日）

超絶の
クリスマス・キャロル

新 超絶の
スター・ウォーズ

T h e  S y m p h o n y  H a l l  P r o j e c t i o n  M a p p i n g  P r o g r a m !

プロジェクションマッピング×パイプオルガン

プロジェクションマッピング×パイプオルガン

昼夜2回公演！
クリスマスの

思い出に！

2020

12/21
（月）

年初を
爽快に彩る

昼夜2回公演！

2021

1/30
（土）

　

続
く
第
２
弾
は
、12
月
21
日
に
昼
夜
２
回
に

渡
り
開
催
さ
れ
る「
超
絶
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ

ロ
ル
」。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
新
企
画
と
し
て
登
場

し
、美
し
く
、ホ
ッ
と
心
が
温
ま
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

数
々
を
お
贈
り
す
る
。

　
「
星
に
願
い
を
」「
ホ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
」

「
レ
ッ
ト
イ
ッ
ト
ゴ
ー
」な
ど
、世
界
中
の
映
画
＆

音
楽
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
て
い
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
名

曲
を
集
め
た
メ
ド
レ
ー
に
加
え
て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト「
き
ら
き
ら
星
変
奏
曲
」、バ
ッ
ハ
の「
主
よ
人
の

望
み
の
喜
び
よ
」な
ど
、一
瞬
も
聞
き
逃
し
た
く
な

い
世
界
各
地
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
。

　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
と
繊
細
さ
を
併
せ
持
っ
た

大
木
の
音
楽
性
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
る
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
か
な
セ
レ
ク
ト
に
な
っ
て
お
り
、映
像
も

そ
れ
に
合
わ
せ
て
華
麗
に
千
変
万
化
し
て
い
く
。

大
人
に
も
お
子
様
に
も
、
ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ

ス
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
こ
の
上
な
く
ふ
さ
わ
し
い
公

演
と
な
る
の
で
、大
切
な
人
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
是

非
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
！

9 Sinfonia



　
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク 

バ
レ
ン
タ
イ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
」は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の

シ
ー
ズ
ン
に
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
川
井
郁
子

が
贈
る
恒
例
の
企
画
だ
。
毎
年
テ
ー
マ

を
変
え
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
中
心
に

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
披
露
し
、

新
た
な
魅
力
と
と
も
に
幅
広
い
フ
ァ
ン

に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

川
井
は
、絶
大
な
人
気
を
誇
る
稀
有

な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
だ
。
世
界
的
マ

エ
ス
ト
ロ
の
チ
ョ
ン
・
ミ
ョ
ン
フ
ン
や

〝
三
大
テ
ノ
ー
ル
〞の
ひ
と
り
と
し
て
一

世
風
靡
し
た
ホ
セ
・
カ
レ
ー
ラ
ス
ら
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
巨
匠
を
は
じ
め
、
バ

レ
エ
の
熊
川
哲
也
や
ス
ケ
ー
ト
の
荒

川
静
香
ら
と
の
共
演
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル

　

カ
ト
リ
ッ
ク
に
お
い
て
、聖
母
マ
リ

ア
に
神
へ
の
と
り
な
し
を
ね
が
う
祈

祷
の
言
葉「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」。
ラ

テ
ン
語
に
よ
る
こ
の
祈
り
の
歌
詞
に

音
楽
を
つ
け
た
名
曲
は
、歴
史
上
、枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
12
月
19
日
に

開
催
の
コ
ン
サ
ー
ト「
ク
リ
ス
マ
ス 

ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア 

〜
世
界
を
繋
ぐ
ア

ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
〜
」で
は
、日
本
を
代
表

す
る
名
ソ
プ
ラ
ノ
の
ひ
と
り
で
あ
る

砂
川
涼
子
が
、
さ
ま
ざ
ま
な「
ア
ヴ
ェ
・

マ
リ
ア
」の
奥
深
い
世
界
を
表
現
し
て

く
れ
る
。
ピ
ア
ノ
は
、
オ
ペ
ラ
歌
手
と

の
共
演
の
第
一
人
者
で
あ
り
、多
く
の

名
歌
手
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得
て
い

る
河
原
忠
之
で
あ
る
。

　

オ
ペ
ラ
の
ヒ
ロ
イ
ン
に
私
た
ち
が

抱
く
美
し
き
イ
メ
ー
ジ
を
ま
さ
に
そ

の
ま
ま
体
現
し
て
い
る
砂
川
は
、数
々

の
コ
ン
ク
ー
ル
を
制
覇
後
、
２
０
０
０

年
に
オ
ペ
ラ
デ
ビ
ュ
ー
。
以
来
、
ま

さ
に
第
一
線
を
走
り
続
け
て
き
た
ソ

プ
ラ
ノ
で
あ
る
。
高
度
な
歌
唱
テ
ク

ニ
ッ
ク
、聞
き
手
の
心
を
と
ら
え
る
表

現
力
、
そ
し
て
洗
練
さ
れ
た
舞
台
姿
で

多
く
の
フ
ァ
ン
に
支
持
さ
れ
て
き
た

今
も
っ
と
も
人
気
の
ひ
と
り
だ
。
今

回
の
公
演
で
は
、彼
女
の
清
冽
な
歌
唱

に
よ
っ
て
、心
静
か
に
祈
り
の
世
界
に

耳
を
傾
け
る
得
が
た
い
機
会
と
な
る
。

今
回
は
折
し
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
直
前

開
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
だ
。
こ
の
時
期

Review クリスマス アヴェ・マリア 〜世界を繋ぐアヴェ・マリア〜 砂川涼子 ソプラノ・リサイタルReview 川井郁子 シンフォニック バレンタインコンサート 〜大人の情熱～

は
、一
年
で
も
っ
と
も
敬
虔
な
気
分
に

満
た
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
時
に
ま
さ
に
ぴ
っ
た
り
の
演

奏
会
と
な
ろ
う
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
カ
ッ
チ
ー
ニ

（
実
際
は
ウ
ラ
デ
ィ
ー
ミ
ル
・
ヴ
ァ

ヴ
ィ
ロ
フ
作
）、
バ
ッ
ハ
＝
グ
ノ
ー
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
か
ら
、フ
ォ
ー
レ
、サ
ン

＝
サ
ー
ン
ス
、
ト
ス
テ
ィ
ま
で
、
な
ん

と
全
９
曲
の「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」が
ず

ら
り
と
並
ん
だ
。
ど
の
曲
も
聖
母
マ

リ
ア
へ
の
神
聖
な
思
い
を
込
め
ら
れ

て
い
る
。
バ
ッ
ハ
＝
グ
ノ
ー
は
と
り

わ
け
有
名
だ
が
、
ト
ス
テ
ィ
、
サ
ン
＝

サ
ー
ン
ス
な
ど
は
珍
し
い
レ
パ
ー
ト

リ
ー
で
あ
り
な
が
ら
も
、味
わ
い
の
あ

る
清
ら
か
な
調
べ
が
特
徴
で
、心
を
打

つ
作
品
ば
か
り
だ
。

　

近
年
は「
ト
ス
カ
」「
椿
姫
」な
ど
人

気
オ
ペ
ラ
の
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
で
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
砂
川
は
、役
柄

の
繊
細
な
心
理
描
写
に
長
け
て
お
り
、

的
確
な
役
作
り
に
定
評
が
あ
る
。
今
回

に
と
ら
わ
れ
な
い
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
ま
た
、大
阪
芸
術
大
学
教
授
も

務
め
る
な
ど
、関
西
に
ゆ
か
り
の
深
い

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
。

　
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
様
々
な
魅
力
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
い
う
川
井

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、演
奏
者
に
と
ど
ま

ら
ず
、作
曲
家
、音
楽
監
督
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
き
た
彼
女
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
、多
彩
な
内
容
だ
。
今
回
の

テ
ー
マ
は「
大
人
の
情
熱
」。
練
り
上
げ

ら
れ
た
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
パ
ッ

シ
ョ
ン
あ
ふ
れ
る
作
品
と
と
も
に
、勇

気
や
感
謝
を
つ
づ
っ
た
曲
や
祈
り
の

込
め
ら
れ
た
音
楽
も
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
。

　

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
持
ち
味
が
存
分

に
活
か
さ
れ
た「
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
」や

「
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
冬
」と
い
っ

た
ピ
ア
ソ
ラ
作
品
を
は
じ
め
、
ラ
イ
オ

ネ
ル
・
リ
ッ
チ
ー
の
代
表
作「
エ
ン
ド

レ
ス
・
ラ
ブ
」、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
エ
ビ
ー

タ
」で
最
も
有
名
な「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

よ
、泣
か
な
い
で
」、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

で
は
フ
ラ
ン
ス
人
作
曲
家
ビ
ゼ
ー
の
オ

ペ
ラ《
真
珠
採
り
》の
な
か
の
ア
リ
ア
を

も
と
に
編
ま
れ
た「
真
珠
採
り
の
タ
ン

ゴ
」、そ
し
て
ロ
マ
の
郷
愁
あ
ふ
れ
る
モ

ン
テ
ィ
「
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
」な
ど
、だ

れ
も
が
聴
い
た
こ
と
の
あ
る
親
し
み
深

い
メ
ロ
デ
ィ
を
、川
井
は
艶
や
か
に
歌

い
上
げ
て
ゆ
く
。

　

絢
爛
豪
華
な
共
演
者
も
、彼
女
の
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
の
楽
し
み
だ
。
今
回

は
、多
方
面
に
わ
た
り
活
躍
す
る
ピ
ア

ノ
の
林
正
樹
や
、小
松
亮
太
門
下
で
国

際
的
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
奏
者
の
北
村
聡
、

ハ
ン
ド
ド
ラ
ム
の
名
手
と
し
て
も
知

極上のソプラノで聴く
聖夜にささげる祈り

大
人
の
色
香
漂
う 

情
熱
の
音
楽

クリスマス
アヴェ・マリア

砂川涼子
ソプラノ・リサイタル

〜世界を繋ぐアヴェ・マリア〜

C h r i s t m a s  A v e  M a r i a

[ソプラノ]砂川涼子
[ピアノ]河原忠之
-------------------------------------------
カッチーニ：アヴェ・マリア／モーツァルト：アヴェ・
マリア、主をほめたたえよ「証聖者の荘厳な晩
課 KV339」より、アヴェ・ヴェルム・コルプス／
トスティ：アヴェ・マリア／バッハ＝グノー：アヴェ・
マリア／フォーレ：アヴェ・マリア、ピエ・イエス「レ
クイエム」より／プライズマン：アヴェ・マリア／
ビゼー：アヴェ・マリア／サン=サーンス：アヴェ・マ
リア／アルカデルト：アヴェ・マリア／フランク：天
使のパン／ヘンデル：オンブラ・マイ・フ「セルセ」
より、シオンの娘よ　大いに喜べ「メサイア」よ
り／プッチーニ：私の名はミミ「ラ・ボエーム」より
／ヴェルディ：アヴェ・マリア「オテロ」より／さや
かに星はきらめき／ホワイト・クリスマス／きよ
しこの夜／星に願いを「ピノキオ」より／いつか
王子様が「白雪姫」より
-------------------------------------------
2020.12/19（土） 7:00PM
全席指定 4,400円 （税込） 
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

[ヴァイオリン]川井郁子　[ピアノ]林 正樹
[バンドネオン]北村 聡　[パーカッション]クリストファー・ハーディ
[弦楽合奏団]U.F. 室内アンサンブル
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ライオネル・リッチー：エンドレス・ラブ／ピアソラ：リベルタンゴ／エンリコ・マシアス：
恋心／ビゼー：真珠採りのタンゴ／ピアソラ：ブエノスアイレスの冬／ピアソラ：天使
のミロンガ／モンティ：チャルダッシュ／ユベール・ジロー：パリの空の下／ロイド・ウェ
バー：アルゼンチンよ泣かないで
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.2/7（日） 2:00PM
S 6,050円　A 4,950円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]アイケイ・オフィス／ザ・シンフォニーホール

発売中

先行予約：9/17（木）　一般発売：9/20（日）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

世
界
の
ア
ヴ
ェ・マ
リ
ア
聴
き
比
べ

祈
り
の
世
界
に
心
癒
さ
れ
る

世
界
中
の
サ
ウ
ン
ド
を
融
合
し

豪
華
な
共
演
者
と
創
る
音
楽
劇
場

©Yoshinobu Fukaya

ら
れ
る
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
ハ
ー
デ
ィ
が
登
場
す
る
。
川

井
は
、
こ
れ
ま
で
彼
ら
と
何
度
も
共
演

を
重
ね
て
き
た
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
繰
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
る
彼
ら
の
ス
リ
リ
ン
グ
な

セ
ッ
シ
ョ
ン
も
、大
き
な
聴
き
ど
こ
ろ

だ
。
そ
し
て
弦
楽
合
奏
団
に
は
Ｕ
．Ｆ
．

室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
迎
え
、彩
り
豊

か
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
華
を
添
え
る
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
ポ
ッ
プ
ス
、
タ
ン

ゴ
、
ロ
マ
の
音
楽
な
ど
世
界
中
の
様
々

な
サ
ウ
ン
ド
や
芸
術
を
融
合
し
、創
り

上
げ
る
川
井
の
音
楽
劇
場
は
、大
人
の

色
香
漂
う
熱
い
パ
ッ
シ
ョ
ン
に
満
ち
て

い
る
。
大
切
な
人
と
じ
っ
く
り
と
聴
い

て
い
た
だ
き
た
い
。（

文　

道
下
京
子
）

も
プ
ッ
チ
ー
ニ
の「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」よ

り「
私
の
名
は
ミ
ミ
」や
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

の「
オ
テ
ロ
」よ
り「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」

そ
し
て
ヘ
ン
デ
ル
の「
セ
ル
セ
」よ
り

「
オ
ン
ブ
ラ
・
マ
イ
・
フ
」と
い
っ
た
名
ア

リ
ア
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
と
り

わ
け「
オ
テ
ロ
」の
ア
リ
ア
は
、
オ
ペ
ラ

終
盤
で
悲
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
デ
ズ
デ

モ
ー
ナ
が
、切
々
と
歌
い
あ
げ
る
美
し

い
曲
だ
け
に
、砂
川
の
迫
真
の
歌
唱
が

今
か
ら
待
ち
遠
し
い
。
誰
も
が
親
し

ん
で
き
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
作
品「
星
に
願

い
を
」（
ピ
ノ
キ
オ
よ
り
）、「
い
つ
か
王

子
様
が
」（
白
雪
姫
よ
り
）な
ど
も
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
入
っ
て
い
る
の
で
、幅
広
い

層
が
楽
し
め
る
演
奏
会
に
な
ろ
う
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
節
目
の
月
で

あ
る
12
月
。
砂
川
の
清
ら
か
な
美
声

に
よ
る「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」を
堪
能

し
、心
安
ら
か
に
、
そ
し
て
す
が
す
が

し
い
気
分
で
２
０
２
１
年
を
迎
え
た

い
。

（
文　

伊
藤
制
子
）

川井郁子
シンフォニック
バレンタインコンサート
〜大人の情熱～
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Interview 美しき日本のうた「秋」

Interview

©Nippon Columbia

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

　

２
０
１
６
年
開
催
以
来
、数
多
く
の

聴
衆
を
集
め
て
き
た
人
気
企
画「
美
し

き
日
本
の
う
た
」が
、10
月
3
日
に『
秋
』

と
題
し
て
開
催
さ
れ
る
。
暑
い
夏
が
終

わ
り
、涼
や
か
な
風
が
吹
き
始
め
る
頃
、

私
た
ち
は
本
格
的
な
秋
の
到
来
を
待
ち

望
む
。
秋
と
い
え
ば
紅
葉
狩
り
が
楽
し

み
な
季
節
だ
。
関
西
の
幾
多
の
紅
葉
の

名
所
に
は
例
年
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、

冬
の
前
の
ひ
と
と
き
を
あ
で
や
か
な
色

合
い
の
自
然
と
と
も
に
味
わ
う
。
そ
ん

な
季
節
に
さ
き
が
け
て
行
わ
れ
る
同
公

演
に
、人
気
と
実
力
を
兼
ね
備
え
た
幸

　

大
阪
城
公
園
や
造
幣
局
構
内
の
通

り
抜
け
通
路
、奈
良
の
吉
野
、
そ
し
て

京
都
の
寺
社
仏
閣
。
3
月
に
入
る
と
、

日
本
で
は
誰
も
が「
桜
」の
話
題
を
口

に
し
始
め
、
そ
わ
そ
わ
す
る
も
の
だ
。

大
阪
を
は
じ
め
、関
西
の
桜
の
名
所
は

数
知
れ
な
い
が
、花
の
便
り
が
待
ち
遠

し
く
な
る
頃
に「
美
し
き
日
本
の
う
た

『
桜
』」が
開
催
さ
れ
る
。
今
を
と
き
め

く
ソ
プ
ラ
ノ
の
名
花
、小
林
沙
羅
が
シ

リ
ー
ズ
初
登
場
す
る
。
ピ
ア
ノ
は
息
の

あ
っ
た
共
演
で
知
ら
れ
る
河
野
紘
子
。

　

小
林
は
透
明
感
の
あ
る
美
声
と
可

憐
な
立
ち
姿
で
幅
広
い
フ
ァ
ン
を
も
つ

歌
手
だ
が
、近
年
は
大
阪
芸
大
准
教
授

を
務
め
て
お
り
、関
西
に
も
ゆ
か
り
の

あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
。
す
で
に

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
も
た
び

た
び
出
演
し
て
お
り
、大
阪
の
フ
ァ
ン

Review 美しき日本のうた「桜」

　

小
林
に
は
ぜ
ひ
オ
ペ
ラ
も
歌
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
フ
ァ
ン
が
多
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
今
回
は
團
伊
玖
磨
の
古

典
的
名
作「
夕
鶴
」よ
り「
与
ひ
ょ
う
、

私
の
大
事
な
与
ひ
ょ
う
」が
取
り
上
げ

ら
れ
る
。
鶴
の
化
身
で
あ
る
女
性「
つ

う
」と
人
間
で
あ
る
与
ひ
ょ
う
の
美
し

く
も
悲
し
い
愛
が
テ
ー
マ
。
全
曲
中
で

も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
た
ア
リ
ア
だ
け

に
、迫
真
の
歌
唱
に
期
待
し
た
い
。

　

公
演
は
19
時
開
演
で
約
２
時
間
。
以

前
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で「
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
は
と
て
も
歌
い
や
す
い

ホ
ー
ル
」と
語
っ
た
小
林
に
よ
る
、美
し

き
う
た
に
ど
っ
ぷ
り
浸
っ
た
あ
と
は
、

咲
き
初
め
の
夜
桜
を
見
に
、足
を
の
ば

し
て
み
る
の
も
一
興
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

（
文　

伊
藤
制
子
）

秋桜

美しき   日本のうた

美しき日本のうた美しき日本のうた

[ソプラノ]幸田浩子　[ピアノ]藤満 健
--------------------------------------------------------------
[第1部]
この道／かやの木山の／からたちの花／赤とんぼ／鐘が鳴ります
／ばらの花に心をこめて／ちいさい秋みつけた／里の秋／ひぐら
し／花季／希望
--------------------------------------------------------------
[第2部]
浜辺の歌／椰子の実／浜千鳥／初恋／悲しくなったときは／この
みち／波雫（なみだ）／糸／見上げてごらん夜の星を
--------------------------------------------------------------
2020.10/3（土） 7:00PM
全席指定 4,400円 （税込） 
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

[ソプラノ]小林沙羅　[ピアノ]河野紘子
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
さくらさくら／この道／早春賦／おぼろづきよ／はる／夕鶴より「与ひょう、
私の大事な与ひょう」／すてきな春に／さくら横ちょう（中田喜直）／さくら
横ちょう（別宮貞雄）／川の流れのように／上を向いて歩こう／見上げてご
らん夜の星を／幻想曲「さくらさくら」　ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.3/20（土） 7:00PM
全席指定 4,400円 （税込） 
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

ザ・シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は

ふ
る
さ
と
の
よ
う
な
場
所

桜
は
様
々
な
日
本
の
歌
に
お
い
て

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在

ソプラノ：幸田浩子ソプラノ：小林沙羅
2020.10/3（土）開催2021.3/20（土）開催

色めく季節の訪れに、
きらりと輝くうた

“あの頃”の記憶が
愛おしく蘇る――

田
浩
子
が
出
演
。

　

東
京
芸
大
出
身
で
イ
タ
リ
ア
な
ど
で

も
学
ん
だ
幸
田
は
、ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ォ
ル

ク
ス
オ
ー
パ
ー
で
長
ら
く
専
属
歌
手
と

し
て
活
躍
し
て
き
た
。
国
際
舞
台
に
数

多
く
立
っ
て
き
た
彼
女
だ
が
、日
本
の

歌
に
は
格
別
の
魅
力
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
子
ど
も
の
頃
、母
が
歌
っ
て
く
れ
た

う
た
、友
だ
ち
と
声
合
わ
せ
た
う
た
、悲

し
い
と
き
に
勇
気
を
も
ら
っ
た
う
た
、

口
ず
さ
む
と
笑
み
が
溢
れ
る
う
た
。
美

し
く
変
化
す
る
日
本
の
四
季
と
、
そ
の

自
然
に
寄
り
添
い
、
し
な
や
か
に
生
き

る
日
本
人
の
心
を
映
す
優
し
く
、愛
お

し
い
、
こ
れ
か
ら
も
歌
い
継
が
れ
て
ほ

し
い
作
品
た
ち
だ
と
思
い
ま
す
」。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、明
治
、大
正
、昭

和
を
経
て
現
在
ま
で
歌
わ
れ
て
き
た
日

本
の
う
た
が
並
ん
で
い
る
。
ど
の
う
た

も
心
の
琴
線
に
触
れ
る
親
し
み
や
す
い

曲
ば
か
り
だ
。「
ど
の
う
た
に
も
、特
別

な
思
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
で
、聴
い
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま

に
と
っ
て
の
大
切
な
う
た
に
出
会
っ
て

い
た
だ
け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」。

　

幸
田
な
ら
で
は
の
幅
広
い
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
。「
ち
い
さ
い
秋
み
つ
け
た
」「
里

の
秋
」と
い
っ
た
季
節
感
あ
ふ
れ
る
レ

パ
ー
ト
リ
ー
に
加
え
て
、外
国
人
歌
手

の
来
日
公
演
で
ア
ン
コ
ー
ル
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る「
初
恋
」と

い
っ
た
繊
細
な
名
曲
に
も
注
目
。「
浜
辺

の
歌
」「
椰
子
の
実
」な
ど
懐
か
し
い
愛

唱
歌
も
楽
し
み
だ
が
、「
見
上
げ
て
ご
ら

の
心
を
と
ら
え
て
き
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
春
な
ら
で
は
の

「
桜
」で
あ
る
。
日
本
の
詩
歌
で「
花
」と

は
桜
を
指
し
て
お
り
、桜
は
様
々
な
日

本
の
歌
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
存
在
で
あ
る
。
美
し
く
咲
き
誇

り
な
が
ら
も
は
か
な
く
散
っ
て
い
く
桜

に
、私
た
ち
は
一
抹
の
哀
愁
を
感
じ
、散

り
ゆ
く
か
ら
こ
そ
、
そ
の
美
し
さ
を
愛

で
よ
う
と
す
る
の
が
日
本
の
美
学
だ
。

今
回
は
桜
を
軸
に
、誰
も
が
知
る
名
曲

か
ら
、長
く
歌
い
継
が
れ
て
き
た
愛
唱

歌
ま
で
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
絶
好
の

演
奏
会
で
あ
る
。
小
林
は
洗
練
さ
れ
た

日
本
語
歌
唱
で
も
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
だ
け
に
、楽
し
み
だ
。

　

山
田
耕
筰
編
の
古
謡「
さ
く
ら
さ
く

ら
」で
は
、荘
重
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
繊

細
な
声
で
よ
み
が
え
る
。
続
く「
早
春

賦
」「
こ
の
道
」は
日
本
人
の
心
を
ゆ
さ

ぶ
り
、郷
愁
を
か
き
立
て
る
名
作
で
あ

る
。
中
田
喜
直
の「
さ
く
ら
横
ち
ょ
う
」

で
は
、若
き
日
の
淡
い
恋
の
思
い
出
が

あ
で
や
か
な
桜
と
と
も
に
描
か
れ
る
の

が
印
象
的
だ
。
別
宮
貞
雄
の「
さ
く
ら

横
ち
ょ
う
」と
は
ス
タ
イ
ル
が
少
々
異

な
る
の
で
、聞
き
比
べ
て
み
た
い
。

　
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」「
川
の
流
れ

の
よ
う
に
」な
ど
、昭
和
か
ら
令
和
ま

で
引
き
継
が
れ
て
き
た
愛
唱
歌
が
聞

け
る
の
も
う
れ
し
い
。「
上
を
向
い
て
歩

こ
う
」は
坂
本
九
の
大
ヒ
ッ
ト
曲
で
、歌

詞
に
は
春
へ
の
さ
り
げ
な
い
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

発売中 ん
夜
の
星
を
」と
い
っ
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
名
曲
は
、確
か
な
技
巧
と
豊
か
な
表

現
力
を
持
つ
幸
田
に
よ
っ
て
こ
と
の
ほ

か
胸
を
打
つ
も
の
と
な
ろ
う
。

　
「
大
阪
出
身
の
わ
た
し
に
と
っ
て
、

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
ふ
る
さ

と
の
よ
う
な
場
所
で
す
。
初
め
て
訪
れ

た
の
は
、小
学
生
の
時
で
、姉
が
ソ
ロ
を

務
め
た
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
で
し
た
。
キ
ラ

キ
ラ
し
た
天
井
の
壮
大
な
空
間
と
、
と

て
も
親
密
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
響
き
に

包
ま
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
」。

　

コ
ロ
ナ
で
自
粛
生
活
が
続
き
、幸
田

の
歌
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
フ
ァ
ン
も

多
い
に
違
い
な
い
。「
長
く
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
な
い
期
間
が
続
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
と
共
鳴
し
、う
た
を
、音
楽
を
心

に
宿
す
そ
の
時
間
を
、私
自
身
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
」。

（
文　

伊
藤
制
子
）

先行予約：9/17（木）　一般発売：9/20（日）
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２
０
１
６
年
に
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
で
開
か
れ
た
バ
ッ
ハ
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
勝
を
果
た
し
た
大
阪
出

身
の
気
鋭
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
、冨
田
一

樹
が〝
音
楽
の
父
〞の
響
き
の
世
界
の

真
髄
へ
肉
薄
す
る《
バ
ッ
ハ
名
曲
決
定

版
》。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
を
受
け
、

中
止
と
な
っ
て
い
た
注
目
公
演
が
、

２
０
２
１
年
２
月
に
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。「
こ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、音
楽
を
奏
で
る
喜
び
を
噛
み
締
め

て
い
る
」と
冨
田
。「
１
年
越
し
で
あ
る

が
故
に
、感
慨
深
い
気
持
ち
」と
語
る
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、半
年
以

上
も
コ
ン
サ
ー
ト
が
で
き
な
か
っ
た
」

と
い
う
冨
田
。「
実
際
に
パ
イ
プ
が
発
す

る
、生
の
歌
声
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し

た
い
の
に
、そ
れ
が
叶
わ
な
い
期
間
が
、

本
当
に
辛
か
っ
た
。
し
か
し
、動
画
の

配
信
の
形
で
、様
々
な
場
所
で
の
収
録

の
機
会
を
多
く
頂
い
た
の
は
有
難
か
っ

た
。
珍
し
く
作
曲
の
お
仕
事
も
頂
き
、

合
計
10
数
曲
を
提
供
し
ま
し
た
」と
明

か
す
。

　

こ
の
上
で
、「
世
の
中
が
こ
ん
な
に

も
大
変
な
時
期
で
、決
し
て
普
段
の
通

り
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、私
は
音

楽
に
携
わ
る
事
が
で
き
て
い
る
。『
自

分
は
、な
ん
て
幸
せ
者
な
ん
だ
ろ
う
か
』

と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

音
楽
を
奏
で
る
事
が
で
き
る
喜
び
を
、

日
々
噛
み
締
め
て
い
ま
す
」と
言
う
。

Interview 冨田一樹 （バッハ国際コンクール優勝） バッハ名曲決定版 2021 ‐幻となった人気公演！！1年の時を経てついに実現‐ 

な『
主
よ
、人
の
望
み
の
喜
び
よ
』や
、感

傷
的
な
旋
律
を
持
つ『
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ

の
ア
ダ
ー
ジ
ョ
』と
い
っ
た
、聴
き
馴
染

み
の
あ
る
作
品
も
お
楽
し
み
頂
け
ま

す
」。

　

今
回
、冨
田
が
弾
く
の
は
も
ち
ろ

ん
、
３
段
鍵
盤
と
ペ
ダ
ル
に
３
７
３
２

本
の
パ
イ
プ
を
擁
す
る
ス
イ
ス
・
ク
ー

ン
社
製
の
壮
麗
な
銘
器
だ
。「
１
年
越

し
で
、遂
に
念
願
だ
っ
た
オ
ー
ル
・
バ
ッ

ハ
の
公
演
が
実
現
し
ま
す
。
幅
広
い
音

色
を
持
つ
こ
の
楽
器
で
、Ｊ
．Ｓ
．
バ
ッ

ハ
に
よ
る
珠
玉
の
オ
ル
ガ
ン
作
品
を
お

楽
し
み
頂
け
る
、贅
沢
な
時
間
と
な
り

そ
う
で
す
。
素
晴
ら
し
い
音
を
奏
で

る
パ
イ
プ
た
ち
と
共
に
、皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
、心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま

す
」。                 （
文　

笹
田
和
人
）

（バッハ国際コンクール優勝）

‐幻となった人気公演！！1年の時を経てついに実現‐

[オルガン]冨田一樹
--------------------------------------------------------------------
前奏曲とフーガ イ短調 BWV543／おお人よ、汝の罪の大いなるを嘆
け BWV622／「マルチェッロのアダージョ」(オーボエ協奏曲より第2楽章) 
BWV974-2／前奏曲とフーガ ハ長調 BWV531／トリオ ニ短調 BWV583
／主よ、人の望みの喜びよ BWV147／パッサカリア ハ短調 BWV582
--------------------------------------------------------------------
2021.2/27（土） 7:00PM
※休憩なし。約60分間のコンサートです。
全席指定 2,200円 （税込） 
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール
先行予約：9/17（木）  一般発売：9/20（日）

Interview

©ワーナーミュージック・ジャパン

バッハ名曲
決定版
2021

冨田一樹

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

パ
イ
プ
が
発
す
る
、生
の
歌
声
を

皆
さ
ん
に
お
届
け
し
た
い

Ｊ
．Ｓ
．バ
ッ
ハ
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
冨
田
の
手
で

バ
ッ
ハ
決
定
版
こ
こ
に
極
ま
る
！

　

こ
の
３
月
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た「
横
坂
源　

チ
ェ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル
」が
再
企
画
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
「
見
た
目
も
神
様
が
チ
ェ
ロ
を
弾
い

て
い
る
み
た
い
」と
マ
イ
ス
キ
ー
に
憧

れ
た
横
坂
少
年
は
、
４
歳
で
チ
ェ
ロ
を

始
め
た
。
チ
ェ
ロ
の
毛
利
伯
郎
の
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
る
た
め
、小
学
校
高
学
年

か
ら
は
故
郷
の
新
潟
と
東
京
を
往
復
。

そ
れ
で
も
練
習
時
間
は
、
な
ん
と
１
時

間
だ
け
！
そ
の
練
習
時
間
は
高
校
の
頃

ま
で
続
い
た
と
い
う
か
ら
、驚
き
だ
。

　

横
坂
が
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
初

め
て
共
演
し
た
の
は
、13
歳（
１
９
９
９

年
）。
東
京
交
響
楽
団
と
サ
ン
＝
サ
ー

ン
ス
の
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
を
演
奏
し
た
。

Review 再起動 elegy 未来に向けて 横坂源 チェロ・リサイタル

中止を乗り越えて挑む待望のリサイタル
愛するチェロで光を奏でる

再 起 動

未 来 に 向 け て

全
幅
の
信
頼
を
お
く
ホ
ー
ル
で

最
高
の
共
演
者
を
得
て

そ
の
後
、高
校
入
学
直
前
に
小
澤
征
爾

と
共
演
す
る
な
ど
、将
来
を
嘱
望
さ
れ

た
。
桐
朋
女
子
高
校
音
楽
科（
男
女
共

学
）へ
進
学
し
た
彼
は
、
コ
ン
サ
ー
ト

で
聴
い
た
ケ
ラ
ス
の
演
奏
に
感
動
し
、

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
、後
に
ケ
ラ
ス
が

指
導
し
て
い
た
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ゥ
ガ
ル

ト
音
楽
大
学
へ
留
学
し
た
。

　

２
０
１
０
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
コ

ン
ク
ー
ル
で
第
２
位
を
受
賞
。
当
時
、

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ゥ
ガ
ル
ト
放
送
交
響
楽

団
ア
カ
デ
ミ
ー
に
も
在
籍
し
て
い
た

彼
は
、期
間
限
定
で
首
席
チ
ェ
リ
ス
ト

と
し
て
活
躍
し
た
。
帰
国
後
は
、楽
器

の
町
と
し
て
知
ら
れ
る
自
然
豊
か
な

静
岡
・
浜
松
に
居
を
構
え
た
。
多
忙
な

チ
ェ
リ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
彼
で
あ

る
が
、地
元
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
で
指
導
し
、小
学
校
を
訪
れ
て
演
奏

す
る
な
ど
、子
ど
も
た
ち
へ
の
育
成
に

も
力
を
注
い
で
い
る
。

　

横
坂
は
、
こ
れ
ま
で
も
三
大
協
奏
曲

な
ど
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
で
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
舞
台
に
何
度

も
登
場
し
て
い
る
。「
弦
楽
器
に
と
っ
て

響
き
が
と
て
も
良
い
の
で
す
」と
、こ
の

ホ
ー
ル
の
響
き
に
全
幅
の
信
頼
を
お
い

て
い
る
。

　

来
年
３
月
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、中
止

に
な
っ
た
今
年
と
同
じ
く
、
フ
ォ
ー
レ

《
エ
レ
ジ
ー
》と
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ《
チ
ェ

ロ
・
ソ
ナ
タ
》を
軸
と
し
て
い
る
。
リ
サ

イ
タ
ル
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る

《
エ
レ
ジ
ー
》は
、横
坂
が
子
ど
も
の
頃

横坂 源
チェロ・リサイタル

　

そ
ん
な
冨
田
が「
毎
回
が
楽
し
み
」

と
語
る
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

の
コ
ン
サ
ー
ト
。
特
に《
バ
ッ
ハ
名
曲

決
定
版
》は「
私
が
最
も
尊
敬
す
る
作

曲
家
・
大
バ
ッ
ハ
の
作
品
を
聴
い
て
頂

け
る
の
は
、無
上
の
喜
び
。
再
挑
戦
の

機
会
を
頂
け
た
の
は
、公
演
を
待
ち
望

む
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
の
お
か
げ

で
し
ょ
う
。
そ
の
ご
期
待
に
応
え
る
た

め
、感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
演
奏
し

た
い
」と
意
気
込
む
。

　
「
バ
ッ
ハ
が
20
〜
30
代
、つ
ま
り
オ
ル

ガ
ニ
ス
ト
や
作
曲
家
と
し
て
、最
も
脂

の
乗
っ
た
時
期
に
書
か
れ
た
作
品
の
中

か
ら
、厳
選
し
て
構
成
し
た
」と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
。「
反
復
さ
れ
る
低
音
主
題

の
上
に
情
熱
的
な
音
楽
が
展
開
さ
れ
、

後
半
は
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
、三
位

一
体
を
見
事
に
表
現
し
た
フ
ー
ガ
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
」と
冨
田
が
評
す
る

「
パ
ッ
サ
カ
リ
ア 

ハ
短
調
」が
軸
に
。

　

そ
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
最
初
期
に
書
か

れ
た
ハ
長
調
と
、若
い
時
期
の
作
な
が

ら
40
代
ま
で
手
を
入
れ
続
け
た
イ
短

調
、
２
つ
の「
前
奏
曲
と
フ
ー
ガ
」を
披

露
。
さ
ら
に
、「
合
唱
曲
と
し
て
有
名

か
ら
好
き
だ
っ
た
曲
。
哀
愁
を
帯
び
た

音
楽
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
し
な
や

か
な
美
し
さ
を
感
じ
る
。
そ
し
て
、
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ《
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
》は
彼

が
精
神
の
病
か
ら
回
復
し
た
後
の
作

品
。
横
坂
い
わ
く「
暗
闇
を
経
て
光
を

感
じ
て
い
る
最
中
に
書
か
れ
た
曲
な
の

で
す
」と
。
濃
厚
な
リ
リ
シ
ズ
ム
と
雄

弁
な
チ
ェ
ロ
の
調
べ
は
、
こ
の
作
品
の

魅
力
だ
。
そ
の
他
、前
半
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
は
バ
ッ
ハ
か
ら
カ
サ
ド
に
い
た
る

ま
で
、様
々
な
性
格
の
小
品
が
並
ぶ
。

　

共
演
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
、
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
覇
者
、萩

原
麻
未
だ
。
二
人
は
こ
れ
ま
で
共
演

を
重
ね
て
き
て
お
り
、次
世
代
を
担
う

日
本
の
ト
ッ
プ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の〝
競

演
〞は
待
ち
遠
し
い
！
ソ
ロ
で
は
接
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
新
た
な
一
面
を
、

聴
く
者
に
示
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

（
文　

道
下
京
子
）

先行予約：9/17（木）  一般発売：9/20（日）

[チェロ]横坂 源　[ピアノ]萩原麻未
---------------------------------------------------------------
J.S.バッハ：プレリュード ～無伴奏チェロ組曲 BWV1007 
第１番より／カサド：親愛なる言葉／フォーレ：夢のあとに／
フォーレ：エレジー op.24／ファリャ：火祭りの踊り／シューマ
ン：アダージョとアレグロ op.70／ラフマニノフ：ヴォカリーズ 
op.34-14／ラフマニノフ：チェロ・ソナタ ト短調 op.19　ほか
---------------------------------------------------------------
2021.3/27（土） 7:00PM
全席指定 3,300円 （税込） 
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

1415 SinfoniaSinfonia



BATON R EL AY
少
年
時
代
か
ら「
東
京
の
夏
」に
出
演

す
る
な
ど
注
目
を
集
め
、
ロ
ン
＝
テ
ィ

ボ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
。
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、独
奏
で
イ
タ
リ
ア

出
身
の
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
の
ソ
ナ
タ
や

リ
ス
ト《
巡
礼
の
年
第
２
年「
イ
タ
リ

ア
」》か
ら
の
２
曲
も
披
露
す
る
。
プ
ッ

チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ《
ト
ス
カ
》の「
星
は

光
り
ぬ
」と
い
っ
た
オ
ペ
ラ
の
名
曲

を
は
じ
め
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
や
ド
ニ
ゼ
ッ

テ
ィ
、ベ
ッ
リ
ー
ニ
で
は
、望
月
は
透
明

感
あ
ふ
れ
る
美
し
い
ベ
ル
カ
ン
ト
の
世

界
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

　

そ
し
て
第
４
回「
ロ
マ
ン
ス
」で
は
、

デ
ビ
ュ
ー
Ｃ
Ｄ
が
話
題
と
な
っ
た
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
石
上
真
由
子
が
、
ピ
ア
ノ

の
田
村
と
19
世
紀
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク

な
世
界
を
紡
ぎ
上
げ
る
。
石
上
は
、高

校
時
代
に
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
２

位
を
受
賞
。
音
楽
大
学
へ
進
学
せ
ず
、

京
都
府
立
医
大
に
学
び
医
師
免
許
を

取
得
。
現
在
は
、
ソ
ロ
活
動
や
長
岡
京

室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
関
西
を
拠

点
に
活
動
し
て
い
る
。
前
半
は
ブ
ラ
ー

ム
ス
、シ
ュ
ー
マ
ン
、そ
し
て
彼
の
妻
ク

ラ
ラ
と
い
う
恋
物
語
を
想
起
さ
せ
る
よ

う
な
曲
目
。
後
半
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
作
品
の
な
か
で
も
長
大

な《
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
》を
軸
に
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
。

　

次
世
代
を
担
う
本
格
派
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
ク
ォ
リ
テ
ィ
の
高
い
コ
ン

サ
ー
ト
と
な
る
に
違
い
な
い
。

（
文　

道
下
京
子
）

Vol.4 ロマンス
[ピアノ]田村 響　[ヴァイオリン]石上真由子

2021.3/15（月） 7:00PM
ブラームス：メロディのように／クララ・シューマン：3つのロマンス op.22／
シューマン（リスト編曲）：献呈 ★／パガニーニ：24の奇想曲より カプリース第1
番／シューベルト：アヴェ・マリア、即興曲 op.142-2 ★、幻想曲／シューマン：幻
想曲
★ピアノソロ

Vol.3 星は光りぬ
[テノール]望月哲也　[ピアノ]田村 響

2021.2/25（木） 7:00PM
ロッシーニ：踊り／スカルラッティ：ソナタ K.9/L413 ★、K.11/L352 ★、
K.380/L23 ★／ドニゼッティ：オペラ『愛の妙薬』より 「人知れぬ涙」／ベッ
リー二：6つの歌曲／リスト：巡礼の年第2年イタリアより 第2番「物思いに沈む
人」 ★、第5番「ペトラルカのソネット 第104番」 ★／プッチーニ：オペラ『トスカ』
より 「妙なる調和」、「星は光りぬ」／プッチーニ：オペラ『トゥーランドット』より 
「だれも寝てはならぬ」　ほか
★ピアノソロ

Vol.2 月に寄す
[ギター]松尾俊介　[テノール]望月哲也

2021.1/24（日） 2:00PM
シューベルト（松尾俊介編）：月に寄す D 193／シューベルト（ラゴスニック編）：
羊飼いの嘆きの歌 D 121／シューベルト（ラゴスニック編）：野ばら D 257／
シューベルト（ディアベッリ編）：魔王 D 328／シューベルト（松尾俊介編）：白鳥
の歌（全曲） D 957

Vol.1 アルハンブラの思い出
[ギター]猪居 謙、松尾俊介

2020.12/13（日） 2:00PM
伝ルビーラ（サグレラス編）：愛のロマンス 映画『禁じられた遊び』のテーマ／タ
レガ（タラゴー編）：アルハンブラの思い出／モリコーネ（鈴木大介編）：ニュー・シ
ネマ・パラダイス／ロッシーニ（M.ジュリアーニ編）：オペラ『泥棒かささぎ』序曲／
ファリャ：粉屋の踊り～バレエ音楽『三角帽子』より／菅野祐悟：幸福の硬貨～映画
『マチネの終わりに』より（猪居 謙ソロ）／モノー（ディアンス編）：愛の賛歌（松尾
俊介ソロ）／ロドリーゴ：トナディーリャ　ほか

ギター：松尾俊介テノール：望月哲也ヴァイオリン：石上真由子 ピアノ：田村 響

[各日] 4,000円（全席指定・税込）　[4公演通し券]限定50席スペシャルシート 16,000円（全席指定・税込）
※通し券は、ザ・シンフォニー チケットセンターで、お電話のみでのお取り扱いとなります。
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333　[主催]ザ・シンフォニーホール

緊急事態宣言による自粛期間中に流行した様々な“バトン”。
関西クラシック界が、楽器や演奏形式を越えて繋がり、

未来へと続いていくための“バトン”を、
ザ・シンフォニーホールが若手アーティストとともに発信していく―

大
阪
拠
点
、世
界
の
登
竜
門
を

突
破
し
た
新
星

京
都
出
身
、卓
越
し
た
音
楽
性
で

世
界
の
注
目
を
集
め
る
俊
英

世
界
を
舞
台
に
活
躍
、

オ
ペ
ラ
界
を
担
う
逸
材

ロ
ン・テ
ィ
ボ
ー

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
覇
者

京
都
出
身
、医
学
と
音
楽
を
極
め
る

規
格
外
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

の《
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
》と

い
っ
た
映
画
音
楽
を
は
じ
め
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
、
さ
ら
に
は
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の

テ
ー
マ
で
も
あ
る
タ
レ
ガ《
ア
ル
ハ
ン

ブ
ラ
の
思
い
出
》な
ど
を
交
え
た
親
し

み
や
す
い
作
品
が
並
ぶ
。
二
人
が
織
り

な
す
美
し
い
響
き
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ソ
ロ
も
聴
く
こ
と
が

で
き
る
。

　

第
２
回「
月
に
寄
す
」で
は
、
テ
ノ
ー

ル
の
望
月
哲
也
と
ギ
タ
ー
の
松
尾
が

オ
ー
ル
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
挑
む
。
望
月
は
、最
近
ま
で
大
阪

音
楽
大
学
で
後
進
の
指
導
に
た
ず
さ

わ
り
、多
く
の
歌
手
を
育
て
上
げ
て
き

た
。
若
い
頃
か
ら
小
澤
征
爾
に
も
認
め

ら
れ
、日
本
の
オ
ペ
ラ
界
を
担
う
ひ
と

り
だ
。《
魔
王
》や《
野
ば
ら
》と
い
っ
た

よ
く
知
ら
れ
た
作
品
か
ら
、《
白
鳥
の

歌
》の
全
曲
歌
唱
な
ど
、シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

の
比
類
な
い
リ
ー
ト
の
世
界
を
存
分
に

堪
能
さ
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
ギ
タ
ー

は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
時
代
に
も
愛
好
さ

れ
て
い
た
楽
器
で
、彼
の
音
楽
に
も
そ

の
響
き
が
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ピ

ア
ノ
伴
奏
と
は
一
味
違
っ
た
調
べ
に
、

静
か
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

第
３
回「
星
は
光
り
ぬ
」は
、
イ
タ
リ

ア
由
来
の
多
彩
な
作
品
に
よ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、京
都
市
立
芸
術
大
学
で
教
鞭

を
と
る
ピ
ア
ノ
の
田
村
響
が
、
テ
ノ
ー

ル
の
望
月
と
と
も
に
登
場
。
田
村
は
、

Review 未来の巨匠がつなぐ バトンリレーコンサート 全4回

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
演
奏
の
場

を
次
々
と
失
う
と
い
う
か
つ
て
な
い
状

況
に
見
舞
わ
れ
た
。
少
し
ず
つ
活
動

を
再
開
し
始
め
て
い
る
も
の
の
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
も
と
で
の
演

奏
活
動
は
、決
し
て
容
易
で
は
な
い
。

　

美
し
い
響
き
で
世
界
的
に
も
知
ら

れ
る
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
、

ホ
ー
ル
が
地
域
に
果
た
す
役
割
と
と

も
に
、関
西
の
音
楽
界
を
活
気
づ
け
た

い
と
の
思
い
か
ら
、新
シ
リ
ー
ズ「
未
来

の
巨
匠
が
つ
な
ぐ 

バ
ト
ン
リ
レ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」を
開
催
す
る
。
２
０
２
０

年
12
月
か
ら
３
月
ま
で
、月
１
回
ご
と

に
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
る
関
西
ゆ
か

り
の
実
力
派
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
演
す

る
コ
ン
サ
ー
ト
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
次

回
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
連
続
し
て
出
演

し
、音
楽
の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
ゆ
く
。

　

第
１
回「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
思
い
出
」

は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
福
田
進
一

門
下
の
二
人
組
、松
尾
俊
介
と
猪
居
謙

に
よ
る
ギ
タ
ー
・
デ
ュ
オ
。
松
尾
は
京

都
出
身
で
パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院
卒

業
、話
題
の
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出

演
す
る
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
「
Ｂ
↓

Ｃ
」シ
リ
ー
ズ
に
も
選
ば
れ
た
。
ま
た
、

大
阪
を
拠
点
と
す
る
猪
居
は
ド
イ
ツ

の
ワ
イ
マ
ー
ル
音
楽
大
学
に
学
ん
だ
気

鋭
。
今
年
惜
し
ま
れ
つ
つ
こ
の
世
を

去
っ
た
映
画
音
楽
の
巨
匠
モ
リ
コ
ー
ネ

音楽で繋ぐ“バトン”

先行予約：9/17（木）　一般発売：9/20（日）

バトンリレーコンサート
未来の巨匠がつなぐ

次
代
を
担
う
実
力
派
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

関
西
音
楽
界
を
活
気
づ
け
る
！

ギ
タ
ー
伴
奏
の
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
歌
曲

新
鮮
な
組
み
合
わ
せ
も
醍
醐
味

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

ギター：猪居 謙

Vol .1 アルハンブラの思い出
猪居 謙×松尾俊介
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

Vol . 2 月に寄す

松尾俊介×望月哲也
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

Vol .3 星は光りぬ

望月哲也×田村 響
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

Vol .4 ロマンス

田村 響×石上真由子

全4回

©FUKAYA Yoshinobu auraY2©武藤章 ©Takanori Ishii
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恒
例
と
な
っ
て
い
る
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
界

の
鬼
才
・
古
澤 

巖
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
。
今
年
は
、
我
が
国
の
楽
壇
の
未

来
を
担
う
、
実
力
派
奏
者
た
ち
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
ト
と
、
新
た
な
展
開
に
。
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル

デ
ィ
と
ピ
ア
ソ
ラ
に
よ
る
２
つ
の「
四
季
」の

聴
き
比
べ
な
ど
、〝
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
ル
ー

ツ
〞と
も
言
う
べ
き
バ
ロ
ッ
ク
の
名
旋
律
を

軸
に
据
え
て
、
魅
力
的
な
〝
音
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
〞を
届
け
て
く
れ
る
。

　

１
９
７
９
年
に
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
を

制
し
、
カ
ー
チ
ス
音
楽
院
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
テ

ウ
ム
音
楽
院
に
学
ん
で
、ナ
タ
ン
・
ミ
ル
シ
テ

イ
ン
ら
巨
匠
の
薫
陶
を
受
け
た
古
澤
。
東

京
都
響
ソ
ロ
・
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
経

て
ソ
リ
ス
ト
に
転
身
し
、
民
俗
音
楽
や
ジ
ャ

ズ
な
ど
も
弾
き
こ
な
し
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
い

う
枠
組
み
を
遥
か
に
超
越
し
た
、
し
な
や
か

な
演
奏
活
動
を
続
け
て
い
る
。
恒
例
の
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
こ
れ
ま
で
、「
ベ

ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー 

ヴ
ィ
ル
ト
ゥ

オ
ー
ジ
」と
快
演
を
綴
っ
て
来
た
。

　

今
回
は
人
気
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｍ

Ｅ
Ｎ
」
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｉ

Ｋ
が
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
と
し
て
登
場
。
若
き

チ
ェ
ロ
の
名
手
・
武
澤
秀
平
が
音
楽
監
督
を

務
め
る
精
鋭
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
Ｉ 

ｂ
ａ
ｒ
ａ

ｃ
ｃ
ｉ
」も
共
演
す
る
。
ま
ず
は
古
澤
が
紡
ぐ

１
７
１
８
年
製
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス「
サ

ン
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
」の
艶
や
か
な
音
色
で
、ヴ
ィ

ヴ
ァ
ル
デ
ィ
「
四
季
」
と
ピ
ア
ソ
ラ
「
ブ
エ
ノ

ス
ア
イ
レ
ス
の
四
季
」
を
併
せ
て
堪
能
。
さ

ら
に
、
ヘ
ン
デ
ル「
パ
ッ
サ
カ
リ
ア
」ほ
か
、
バ

ロ
ッ
ク
時
代
の
珠
玉
の
佳
品
の
数
々
を
た
っ

ぷ
り
と
味
わ
う
。           （
文　

笹
田
和
人
）

　

名
チ
ェ
リ
ス
ト
・
荒
庸
子
が
贈
る
早
春
恒

例
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
「
珠
玉
の
シ
ネ
マ
名
曲

Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
も
早
い
も
の
で
７

回
目
の
開
催
。
彼
女
が
昔
か
ら
愛
し
て
や

ま
な
い
映
画
の
名
曲（
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ

バ
ー
ン
や
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
名
作
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
映
画
な
ど
）と
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
巧
み

に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
各
々
の
音
楽

フ
ァ
ン
が
コ
ア
部
分
を
楽
し
み
な
が
ら
他

ジ
ャ
ン
ル
に
も
触
れ
ら
れ
る
の
が
大
き
な
魅

力
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
あ
て
る
の
は
、
今
年
７
月
に
91
歳
で
逝

去
し
た
イ
タ
リ
ア
の
巨
匠
エ
ン
ニ
オ
・
モ
リ

コ
ー
ネ
の
至
高
の
映
画
音
楽
。
荒
が
追
悼

の
祈
り
を
捧
げ
な
が
ら
奏
で
る
に
違
い
な
い

『
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
』よ
り「
愛

の
テ
ー
マ
」や
、『
海
の
上
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
』よ

り
「
愛
を
奏
で
て
」
な
ど
の
名
曲
は
過
去
に

も
当
シ
リ
ー
ズ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た

が
、
今
回
は
ひ
と
し
お
の
美
し
さ
と
感
慨
を

湛
え
て
聴
き
手
の
耳
と
心
に
届
く
こ
と
だ

ろ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
と
タ
ッ
グ
を

組
む
の
が
、ブ
ル
ッ
フ「
コ
ル
・
ニ
ド
ラ
イ
」、

シ
ュ
ー
マ
ン
「
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
」、
サ
ン
＝

サ
ー
ン
ス「
白
鳥
」と
い
っ
た
本
格
的
な
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
歌
を
基
に
し

た「
コ
ル
・
ニ
ド
ラ
イ
」を
は
じ
め
、い
ず
れ
も

郷
愁
と
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
傑
作
な
の
で
、
モ

リ
コ
ー
ネ
の
作
風
と
の
相
性
も
抜
群
。
ま
た

今
回
は
、
編
曲
作
品
が
多
数
演
奏
さ
れ
る
の

で
、
温
か
く
深
み
の
あ
る
チ
ェ
ロ
の
音
色
と

の
相
性
の
良
さ
も
ぜ
ひ
再
確
認
し
て
欲
し

い
！                    （
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

バロックの時代を生きた名器で
珠玉の名曲を奏でる

映画音楽を愛する荒のモリコーネ追悼
温かいチェロの音で聴くロマン溢れる名曲群

下野、広島交響楽団、そして巨匠オピッツ
彼らしか成し得ない新地平の音楽

[ヴァイオリン]古澤 巖　[ヴィオラ]TAIRIK　[アンサンブル]I baracci
-----------------------------------------------------------------------------------
ヴィヴァルディ：四季／ピアソラ：ブエノスアイレスの四季／ヘンデル：パッサカリア　ほか
-----------------------------------------------------------------------------------
2020.12/10（木） 2:00PM
S 6,000円　A 5,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]キョードーインフォメーション 0570-200-888
[主催]NHKエンタープライズ中部／ザ・シンフォニーホール

［指揮］下野竜也　［ピアノ］ゲルハルト・オピッツ
［管弦楽］広島交響楽団
-----------------------------------------------------------------------------------
ベートーヴェン：ピアノ協奏曲 第5番 変ホ長調 op.73「皇帝」（ベートーヴェン・コンチェ
ルト・シリーズ）／ブルックナー：交響曲 第4番 変ホ長調「ロマンティック」（ハース版）
-----------------------------------------------------------------------------------
2020.11/15（日） 2:00PM 
全席指定 5,500円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]公益社団法人 広島交響楽協会／ザ・シンフォニーホール

[指揮]大井剛史
[吹奏楽]東京佼成ウインドオーケストラ
- --- -- -- -- - --- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --- -- - -- -- --- - --
G.ホルスト：吹奏楽のための第一組曲／芳賀 傑：水面に映るグラデーションの
空／P.グレインジャー（F.フェネル 校訂）：リンカンシャーの花束／保科 洋：吹奏
楽のための交響曲 第3番（TKWO委嘱新作）
- --- -- -- -- - --- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --- - -- --- -- -- -
2020.11/8（日） 3:00PM
S 5,000円　A 4,000円　B 3,000円 （税込）
[お問合せ]東京佼成ウインドオーケストラ事務局 03-5341-1155
[主催]佼成文化協会 東京佼成ウインドオーケストラ／ザ・シンフォニーホール

[チェロ]荒 庸子　[ピアノ]山田武彦
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
モリコーネ:『ニュー・シネマ・パラダイス』より「愛のテーマ」、『海の上のピアニスト』より「愛を奏
でて」、『ミッション』より「ガブリエルのオーボエ」、『ワンス・アポン・ア・タイム・イン・アメリカ』より 
テーマ曲、『アンタッチャブル』より テーマ曲、『マレーナ』より テーマ曲／パラディス：シシリアーノ
／シューマン：『子供の情景』より「トロイメライ」／サン＝サーンス:白鳥／ブルッフ:コル・二ドライ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.2/12（金） 7:00PM
全席指定 4,400円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

古澤 巖×TAIRIK バロックX'MAS

荒庸子 チェロ・リサイタル 2021 珠玉のシネマ名曲SELECTION VOL.7 モリコーネに思いをよせて― 東京佼成ウインドオーケストラ 第5回大阪定期演奏会

“讃”平和を讃えて 広島交響楽団 第405回プレミアム定期演奏会 大阪公演

P I C K  U P  C O N C E R TP I C K  U P  C O N C E R T

　

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
75
年

目
の
２
０
２
０
年
。
そ
ん
な
節
目
の
秋
に
、

被
災
地
で
中
国
地
方
の
雄
と
し
て
君
臨
し

続
け
る
広
島
交
響
楽
団
が
、
３
年
ぶ
り
に

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
公
演
を
行
う
。

指
揮
は
、
同
響
の
音
楽
総
監
督
・
下
野
竜

也
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
広
響
は
、
彼
の
統
率
の

下
で「〝
讃
〞平
和
を
讃
え
て
」を
テ
ー
マ
に
活

動
し
て
お
り
、
持
ち
前
の
温
か
い
サ
ウ
ン
ド

を
充
実
さ
せ
つ
つ
、
平
和
の
象
徴
と
し
て
の

存
在
感
を
ま
す
ま
す
高
め
て
い
る
。

　

ま
た
今
回
は
プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
と

い
う
こ
と
で
、
ソ
リ
ス
ト
も〝
特
別
〞。
ド
イ

ツ
正
統
派
の
巨
匠
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
オ
ピ
ッ
ツ

（
ｐ
）を
迎
え
、ピ
ア
ノ
協
奏
曲
の
王
道
、ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
５
番
「
皇
帝
」
を
披
露
す

る
。
彼
は
18
年
に
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
の
ピ
ア
ノ（
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
）を
選
定
す

る
な
ど
、か
ね
て
か
ら
深
い
間
柄
。
演
奏
者
、

楽
器
、
作
品
、
音
響
の
い
ず
れ
も
が
最
高
の

状
態
に
あ
る
中
で
、
彼
の
選
ん
だ
ピ
ア
ノ
が

い
か
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
か
を
改
め
て
知
ら

し
め
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
後
半
は
、
下
野
＆
広
響
が
毎
年
１

曲
ず
つ
取
り
組
ん
で
い
る
長
大
な
ブ
ル
ッ

ク
ナ
ー
の
交
響
曲
よ
り
第
４
番
「
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
」
を
。
演
奏
時
間
が
短
め
で
親
し

み
や
す
い
曲
想
な
の
で
、
入
門
に
も
ぴ
っ
た

り
な
傑
作
だ
。
下
野
は
作
曲
者
が
生
き
た

ウ
ィ
ー
ン
で
学
び
、
過
去
に
も
本
作
を
度
々

指
揮
し
て
高
い
評
価
を
獲
得
し
続
け
て
き

た
。
今
回
は
そ
こ
に
平
和
へ
の
祈
り
も
込
め

る
こ
と
で
、
下
野
と
広
響
に
し
か
成
し
得
な

い「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」の
新
地
平
が
示
さ
れ

る
‼                   

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

日本を代表するウインドオーケストラが
60周年記念の新作を初演！！

©Atsushi Yokota©K. Miura

©HT／PCM

先行予約：9/17（木）
一般発売：9/20（日）

発売中

発売中

先行予約：9/17（木）　一般発売：10/3（土）

指
揮
：
下
野
竜
也

チ
ェ
ロ
：
荒 

庸
子

指
揮
：
大
井
剛
史

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
古
澤 

巖

東京佼成ウインドオーケストラ

　

今
年
結
成
60
周
年
の
名
門
・
東
京
佼
成
ウ

イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
） 

が
、

２
０
２
０
年
も
芸
術
の
秋
に
登
場
す
る
。

　

指
揮
台
に
立
つ
の
は
、
Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
正
指
揮

者
の
大
井
剛
史
。
作
曲
者
の
意
図
の
忠
実
な

再
現
を
目
指
す
解
釈
で
知
ら
れ
、
今
回
取
り

上
げ
る
４
曲
の
演
奏
に
も
注
目
が
集
ま
る
。

　

ま
ず
は
、
組
曲「
惑
星
」の
作
者
と
し
て
お

な
じ
み
、イ
ギ
リ
ス
の
ホ
ル
ス
ト
に
よ
る「
吹

奏
楽
の
た
め
の
第
一
組
曲
」。
Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
桂

冠
指
揮
者
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ェ
ネ
ル
が
繰

り
返
し
取
り
上
げ
る
こ
と
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

名
曲
と
同
格
の
地
位
を
得
た
経
緯
が
あ
り
、

約
30
年
前
に
高
校
生
の
吹
奏
楽
部
員
だ
っ
た

大
井
も
実
演
に
接
し
て
感
動
し
た
思
い
出
の

作
品
だ
と
い
う
。
吹
奏
楽
の
あ
ら
ゆ
る
要
素

が
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
、
対
位
法
や
変
奏
な

ど
の
基
本
に
、
大
井
＆
Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
が
自
分
た

ち
の
色
を
ど
う
出
す
か
楽
し
み
だ
。

　

他
に
も
、や
は
り
Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
の
十
八
番
で
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
が
変

拍
子
や
装
飾
音
を
駆
使
し
た
意
欲
作
「
リ
ン

カ
ン
シ
ャ
ー
の
花
束
」。
15
年
の
フ
ラ
ン
ス
・

パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
犠
牲
者
に
捧

げ
ら
れ
た
芳
賀
傑
「
水
面
に
映
る
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
の
空 

」
な
ど
、
聴
き
ど
こ
ろ
多
数
の

当
公
演
。

　

だ
が
メ
イ
ン
は
や
は
り
、
今
年
84
歳
の
保

科
洋
が
当
公
演
の
た
め
に
書
き
下
ろ
す
交
響

曲
第
３
番
だ
ろ
う
。
４
年
前
の
80
歳
記
念
に

初
演
さ
れ
た
交
響
曲
第
２
番
で
も
全
開
だ
っ

た
勇
壮
で
推
進
力
の
あ
る〝
保
科
節
〞が
い
か

な
る
深
み
と
威
容
を
も
っ
て
現
れ
る
か
、
く

れ
ぐ
れ
も
お
聴
き
逃
し
な
く
!!

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

ピ
ア
ノ
：
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
オ
ピ
ッ
ツ

広島交響楽団
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今
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
ハ
イ
ド
ン
マ
ラ
ソ
ン

Ｈ
Ｍ
．22
は「
ハ
イ
ド
ン
セ
ッ
ト
の
時
代
か
ら

パ
リ
交
響
曲
へ
」。
ハ
イ
ド
ン
の
人
生
が
透

け
て
見
え
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
こ
の

シ
リ
ー
ズ
の
面
白
さ
だ
。

　

特
集
タ
イ
ト
ル
の
「
ハ
イ
ド
ン
セ
ッ
ト
」

（
１
７
８
５
）と
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
作
曲
し

た
弦
楽
四
重
奏
曲
集
の
傑
作
。
６
曲
が
ま
と

め
て
ハ
イ
ド
ン
に
献
呈
さ
れ
た
こ
と
か
ら
こ

の
名
で
呼
ば
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
の
作
曲
の

動
機
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
ハ
イ
ド
ン
の
「
ロ

シ
ア
四
重
奏
曲
」（
１
７
８
２
）を
聴
い
て
そ

の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
た
こ
と
に
あ
る
の

だ
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
２
年
以
上
を
か
け
て

こ
の
６
曲
を
作
曲
、
ハ
イ
ド
ン
に
捧
げ
た
の

で
あ
る
。
今
回
演
奏
さ
れ
る
交
響
曲 

第
75

番
、
第
79
番
は
こ
う
し
た
時
代
を
背
景
と
し

た
ハ
イ
ド
ン
の
充
実
を
伝
え
る
も
の
だ
。

　

そ
し
て
１
７
８
５
年
か
ら
86
年
の
一
連

の「
パ
リ
交
響
曲
」の
作
曲
は
、
ハ
イ
ド
ン
に

と
っ
て
ひ
と
つ
の
転
機
と
な
っ
た
。
パ
リ
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、コ
ン
セ
ー
ル
・
ド
・
ラ
・
ロ
ー

ジ
ュ
・
オ
ラ
ン
ピ
ッ
ク
の
依
頼
で
書
か
れ
た

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
ハ
イ
ド
ン
が
エ
ス
テ
ル

ハ
ー
ジ
家
へ
就
職
後
、
初
め
て
当
家
以
外
の

た
め
に
書
い
た
交
響
曲
な
の
で
あ
る
。
第
83

番『
め
ん
ど
り
』の
劇
的
で
芳
醇
な
響
き
の
中

に
何
と
も
言
え
な
い
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
音
型
が

顔
を
の
ぞ
か
せ
る
あ
た
り
は
、
ま
さ
に
彼
の

真
骨
頂
。
か
く
し
て
ハ
イ
ド
ン
の
人
気
は
フ

ラ
ン
ス
で
も
決
定
的
な
も
の
と
な
る
。
ハ
イ

ド
ン
マ
ラ
ソ
ン
Ｈ
Ｍ
．22
は
ハ
イ
ド
ン
が
大

き
な
飛
躍
を
遂
げ
る
時
期
の
作
品
を
集
め

た
、魅
力
た
っ
ぷ
り
の
演
奏
会
な
の
で
あ
る
。

（
文　

逢
坂
聖
也
）

　

コ
ロ
ン
え
り
か
は
様
々
な
顔
を
持
つ
異

色
の
ソ
プ
ラ
ノ
だ
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
、
ベ
ル

ギ
ー
出
身
の
作
曲
家
エ
リ
ッ
ク
・
コ
ロ
ン
と

日
本
人
の
母
の
間
に
生
ま
れ
、
10
歳
で
来

日
。
多
国
籍
な
ル
ー
ツ
を
持
つ
。

　

透
明
感
の
あ
る
声
と
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク

な
美
し
い
姿
が
印
象
的
。
英
国
王
立
音
楽

院
で
学
び
、
名
門
ウ
ィ
グ
モ
ア
ホ
ー
ル
で
デ

ビ
ュ
ー
し
て
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
オ

ペ
ラ
や
オ
ラ
ト
リ
オ
の
舞
台
を
経
験
し
た
。

幼
少
か
ら
音
楽
が
身
近
に
あ
り
、
２
０
１
９

年
の
東
京
国
際
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
グ
ラ

ン
プ
リ
部
門
、
歌
曲
部
門
を
制
す
な
ど
、
そ

の
実
力
は
折
り
紙
つ
き
な
が
ら
、
か
つ
て
は

教
育
の
道
に
進
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
歌
手

と
な
っ
て
か
ら
も
、
東
日
本
大
震
災
被
災

地
の
子
ど
も
の
支
援
を
す
る
エ
ル
・
シ
ス
テ

マ
ジ
ャ
パ
ン
や
、
視
覚
・
聴
覚
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
東
京
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ン
ド
コ
ー
ラ
ス
の
立
ち
上
げ
に
も
携
わ

り
、
教
育
者
と
し
て
の
側
面
が
垣
間
見
ら
れ

る
。
歌
手
活
動
以
外
に
も
忙
し
く
活
動
す

る
彼
女
だ
が
、
家
に
帰
れ
ば
４
児
の
母
と
い

う
顔
ま
で
持
つ
。

　

リ
サ
イ
タ
ル
で
は
、
父
エ
リ
ッ
ク
が
作
曲

し
た
「
被
爆
の
マ
リ
ア
に
さ
さ
げ
る
讃
歌
」

も
披
露
す
る
。
長
崎
の
浦
上
天
主
堂
を
見

た
娘
と
、
幼
少
期
に
ナ
チ
ス
侵
攻
を
経
験
し

た
父
の
、
平
和
を
希
求
す
る
思
い
の
結
晶
で

あ
り
、
現
代
の「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」と
言
え

る
曲
だ
。

　

本
公
演
で
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
初

登
場
と
な
る
コ
ロ
ン
。
彼
女
の
清
ら
か
な

愛
と
平
和
の
祈
り
の
歌
が
、
残
響
２
秒
の
空

間
で
ど
う
響
く
の
か
。
今
か
ら
楽
し
み
だ
。

名声を広めていくハイドン
パリで愛された個性豊かな交響曲

アヴェ・マリアからラテンまで
ボーダーを越える歌手が登場！

横浜が生んだカリスマ・ヴァイオリニスト
7ヶ月の延期を経て、いよいよ来阪！

[指揮]飯森範親　[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
-------------------------------------------------------------------------
ハイドン：歌劇「薬剤師」 Hob.Ia:10より序曲／ハイドン：交響曲 第75番 ニ長
調 Hob.I:75／ハイドン：交響曲 第79番 ヘ長調 Hob.I:79／ハイドン：交響曲 
第83番 ト短調 Hob.I:83 「めんどり」
-------------------------------------------------------------------------
2021.2/19（金） 7:00PM
A 5,000円　B 4,000円 （税込）
[お問合せ]センチュリー・チケットサービス 06-6848-3311
[主催]公益財団法人日本センチュリー交響楽団／ザ・シンフォニーホール

[ヴァイオリン]石田泰尚　[ピアノ]山中惇史
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ドヴォルザーク：ヴァイオリンとピアノのためのソナチネ ト長調 op.100 Ｂ.183／フランク：ヴァイオ
リン・ソナタ FWV8 M8 イ長調／クライスラー：テンポ・ディ・メヌエット、シンコペーション、ウィーンの
小さな行進曲／ピアソラ：アディオス・ノニーノ、フラカナーパ、天使のミロンガ、現代のコンサート、ル・
グラン・タンゴ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.1/15（金） 7:00PM 【2020.6/13の振替公演】
全席指定 3,300円 （税込）
[お問合せ]テレビマンユニオン音楽事業部 03-6418-8617
[主催]テレビマンユニオン／ザ・シンフォニーホール

Vol.16 2020.11/5（木） 7:00PM
[指揮]角田鋼亮　[ヴァイオリン]前橋汀子
[オルガン]冨田一樹　[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
サラサーテ：ツィゴイネルワイゼン／マスネ：タイスの瞑想曲／サン＝サーンス：歌劇「サムソンとデリラ」よ
り“バッカナール”、序奏とロンド・カプリチオーソ、交響曲 第3番 ハ短調 op.78「オルガン付」
----------------------------------------------------------------------------------------
Vol.15 2021.3/9（火） 7:00PM  【2020.5/29の振替公演】
再発売：10/7（水）※大阪フィル・チケットセンターは10/6（火）より再発売
[指揮]大友直人　[チェロ]宮田 大　[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
ドヴォルザーク：チェロ協奏曲 ロ短調 op.104／ベートーヴェン：交響曲 第6番 ヘ長調 op.68「田園」
----------------------------------------------------------------------------------------
各公演 A 5,100円　B 3,100円 （税込）
[お問合せ]大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890
[主催]公益社団法人大阪フィルハーモニー協会／ザ・シンフォニーホール

[ソプラノ]コロンえりか
[ピアノ]山田武彦
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
グノー：アヴェ・マリア／コロン：被爆のマリアにささげる讃歌／サティ：ジュ・トゥ・ヴー／
エルネスト・レクオーナ：マリアラ・オー／メネヒルダ：タンゴ「グランヴィーア」より／ドリー
ブ：カディスの娘たち　ほか
------ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.2/13（土） 7:00PM 【2020.6/6の振替公演】
全席指定 3,300円 （税込）
[お問合せ]テレビマンユニオン音楽事業部 03-6418-8617
[主催]テレビマンユニオン／ザ・シンフォニーホール

日本センチュリー交響楽団 ハイドンマラソンHM.22 「ハイドンセットの時代からパリ交響曲へ」

オペラ・ラティーナ コロンえりか ソプラノ・リサイタル 2020 〈名曲シリーズ〉大阪フィル×ザ・シンフォニーホール ソワレ・シンフォニー Vol.15&Vol.16

石田泰尚 ヴァイオリン・リサイタル 2020

P I C K  U P  C O N C E R TP I C K  U P  C O N C E R T

　

硬
派
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
石
田
泰
尚
が

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
登
場
す
る
。

　

２
０
０
１
年
、
22
歳
の
若
さ
で
神
奈
川

フ
ィ
ル
の
ソ
ロ
・
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
に

就
任
。
以
来
20
年
に
わ
た
り
同
楽
団
を
牽

引
す
る
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
実
力

の
ほ
ど
は
う
か
が
い
知
れ
る
が
、
近
年
ソ
ロ

に
お
い
て
聴
か
せ
る
多
彩
な
音
楽
性
も
ク
ラ

シ
ッ
ク
シ
ー
ン
の
内
外
か
ら
熱
い
注
目
を
集

め
て
い
る
。

　

自
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
男
性
ば
か
り

の〝
硬
派
〞弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル「
石
田
組
」で

は
、古
典
の
色
濃
い
レ
ス
ピ
ー
ギ
の『
リ
ュ
ー

ト
の
た
め
の
古
風
な
舞
曲
と
ア
リ
ア
』
か
ら

レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
の
『
カ
シ
ミ
ー
ル
』

と
い
っ
た
ロ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
ま
で
を
採
り
上

げ
つ
つ
、
端
正
な
中
に
情
熱
溢
れ
る
演
奏
を

聴
か
せ
、ア
ス
ト
ル
・
ピ
ア
ソ
ラ
を
追
求
し
た

「
ト
リ
オ
・
リ
ベ
ル
タ
」や
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の

三
浦
一
馬
キ
ン
テ
ー
ト
（
五
重
奏
団
）で
は
、

沸
き
立
つ
リ
ズ
ム
と
陰
影
豊
か
な
音
色
で

聴
く
者
を
魅
了
す
る
と
い
っ
た
具
合
。
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
や
ブ
ラ
ー
ム
ス
と
い
っ
た
王
道
へ

の
探
求
も
怠
り
な
い
。
硬
派
・
石
田
は
さ
ま

ざ
ま
な
心
の
機
微
を
音
に
託
す
こ
と
の
で
き

る
、
本
格
派
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
も
あ

る
の
だ
。
信
頼
厚
い
山
中
惇
史
の
ピ
ア
ノ
を

得
て
前
半
に
は
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
と
フ
ラ
ン

ク
が
、
後
半
に
は
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
と
愛
し
て

止
ま
な
い
ピ
ア
ソ
ラ
の
ナ
ン
バ
ー
が
並
ぶ
今

回
は
、
ま
さ
に
石
田
の
挨
拶
代
わ
り
と
も
言

え
そ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
音
楽
上
等
、
横
浜

（
ハ
マ
）の
カ
リ
ス
マ
、
満
を
持
し
て
の
関
西

登
場
で
あ
る
。

（
文　

逢
坂
聖
也
）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

Vol.16は前橋汀子が初登場！
大友&宮田の強力タッグで贈るVol.15

©s.yamamoto

©Fumiaki Fujimoto

©大杉隼平

©Yukio Kojima

©篠山紀信

©Rowland Kirishima

©飯島隆

発売中

発売中

発売中

先行予約：9/17（木）　一般発売：9/23（水）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
石
田
泰
尚

ソ
プ
ラ
ノ
：
コ
ロ
ン
え
り
か

指
揮
：
角
田
鋼
亮

指
揮
：
大
友
直
人

オ
ル
ガ
ン
：
冨
田
一
樹

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
前
橋
汀
子

チ
ェ
ロ
：
宮
田 

大

指
揮
：
飯
森
範
親

日本センチュリー交響楽団

　

珠
玉
の
名
曲
を
一
気
に
味
わ
え
る
大
好
評

の
シ
リ
ー
ズ《
ソ
ワ
レ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
》。

16
回
目
は
、
大
阪
フ
ィ
ル
の
指
揮
者
の
角
田

鋼
亮
が
指
揮
を
振
る
。
２
０
１
７
年
に
旭

日
小
綬
章
を
受
章
し
た
前
橋
汀
子
を
迎
え
、

名
曲
中
の
名
曲
を
極
み
抜
か
れ
た
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
響
き
で
味
わ
え
る
。
サ
ン
＝
サ
ー
ン

ス
の
交
響
曲
で
は
、
16
年
バ
ッ
ハ
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
の
オ
ル
ガ
ン
部
門
で
日
本
人
初
の
１

位
に
輝
い
た
冨
田
一
樹
が
登
場
。
冨
田
の
音

色
は
、
毎
回
オ
ル
ガ
ン
の
新
し
い
魅
力
を
感

じ
さ
せ
、
大
阪
フ
ィ
ル
と
の
融
合
は
未
知
な

る
世
界
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

　

延
期
と
な
っ
た
15
回
目
は
、
大
友
直
人
が

指
揮
台
に
上
が
る
。
チ
ェ
リ
ス
ト
の
宮
田

大
が
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク「
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
」

の
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
、
締
め
く
く
り
は
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン「
田
園
」を
演
奏
す
る
。
今
こ
そ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
不
屈
の
精
神
に
向
き
合

い
た
い
。                  （
文　

金
子
真
由
）

大阪フィルハーモニー交響楽団

©山岸伸
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C o n c e r t  I n f o r m a t i o n

振替公演のご案内
新 型コロナウイルス感 染 症の 影 響で、

延 期・中止となっているコンサートがございます。ここでは、
振 替 公 演日が 決 定している公 演をご 紹 介します。

※このページに記載されている情報は、8月24日時点のものです。今後の状況により更なる延期や中止になる可能
性もございますので、最新情報はザ・シンフォニーホールのWEBサイトをご注視頂きますよう、お願い申し上げます。

[オルガン]冨田一樹
--------------------------------------------------------------------
J.S.バッハ：ピエスドルグ ト長調 BWV572／ボエルマン：ノートルダ
ムへの祈り／J.クラーク：トランペット･ヴォランタリー／カッチーニ：ア
ヴェ･マリア／バッハ=グノー：アヴェ･マリア／シューベルト：アヴェ･マリア／
J.S.バッハ：我が魂は主をあがめ BWV733／J.S.バッハ：G線上のアリ
ア BWV1068-2／J.S.バッハ：前奏曲とフーガ ハ長調 BWV547
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.12/5（土） 2:00PM／7:00PM
※休憩なし。約60分間のコンサートです
全席指定 2,200円 （税込） 
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

クリスマス
オルガンコンサート 2020

ザ・シンフォニーホール

　開館当初より、ザ・シンフォニーホー
ルの象徴として知られてきたパイプオ
ルガン。そのダイナミックな音色を、街
が華やぐ季節に味わってみませんか。
　「アヴェ・マリア」や「ノートルダムへ
の祈り」などクリスマスにぴったりの名
曲揃い。「友だちに誘われて初めて来
てみたら、すっかりハマってしまった」
とも言われるほど、クラシック音楽の
入門編としてもおすすめの公演です。

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

●東海大学付属大阪仰星高等学校吹奏楽部
第31回定期演奏会
2020.12/24（木）1:00PM／6:00PM
※5月6日（水・休）の振替公演
[お問合せ]東海大学付属大阪仰星高等学校 072-849-7211

●大阪市民管弦楽団 創立50周年記念 第91回定期演奏会
2020.11/14（土）6：00PM
※4月25日（土）の振替公演
[お問合せ]大阪市民管弦楽団 090-9050-6199

●〈名曲シリーズ〉大阪フィル×ザ・シンフォニーホール
ソワレ・シンフォニー Vol.15
2021.3/9（火）7:00PM ※5月29日（金）の振替公演
[お問合せ]大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890
詳細はP20をご覧ください。

●〈名曲シリーズ〉平日午後の名曲セレクション
マチネ・シンフォニー Vol.23
2021.1/14（木）2:00PM
※6月10日（水）の振替公演
[お問合せ]大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890

●関西フィルハーモニー管弦楽団
三大テノールの宴
2021.3/31（水）7:00PM
※6月17日（水）の振替公演
[お問合せ]関西フィルハーモニー管弦楽団 06-6577-1381

●オペラ・ラティーナ コロンえりか ソプラノ・リサイタル 2020
2021.2/13（土）7:00PM ※6月6日（土）の振替公演
[お問合せ]テレビマンユニオン 音楽事業部 03-6418-8617
詳細はP21をご覧ください。

●大阪交響楽団 第112回名曲コンサート
2021.4/28（水）1:30PM／5:00PM
※8月1日（土）の振替公演
[お問合せ]大阪交響楽団 072-226-5522

●チョ･ソンジン ピアノ・リサイタル 
2015年 第17回ショパン国際ピアノ･コンクール 第1位受賞
2020.12/29（火）2:00PM
※5月24日（日）の振替公演
[お問合せ]ABCチケットインフォメーション 06-6453-6000

●大阪交響楽団 第111回名曲コンサート
2021.3/10（水）1:30PM／5:00PM
※5月9日（土）の振替公演
[お問合せ]大阪交響楽団 072-226-5522

●石田泰尚 ヴァイオリン・リサイタル 2020
2021.1/15（金）7:00PM ※6月13日（土）の振替公演
[お問合せ]テレビマンユニオン 音楽事業部 03-6418-8617
詳細はP21をご覧ください。

●大阪シンフォニック クヮイア
2021.4/4（日）2:30PM ※9月10日（木）の振替公演
[お問合せ]大阪シンフォニック クヮイア
御池（みいけ） 072-854-1486／岡副（おかぞえ） 090-9110-2591

●大阪交響楽団第239回定期演奏会
2021.2/18（木）7:00PM
※5月15日（金）の振替公演
[お問合せ]大阪交響楽団 072-226-5522

●未来へつなぐ『集』コンサート2020
2021.5/3（月・祝）3:00PM
※5月5日（火・祝）の振替公演
[お問合せ]関西音楽人のちから『集』 info@tsudoi2011.com

発売中

毎公演完売の
人気シリーズ
今年は昼夜2回開催！
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	P04_05_マーラー
	P06_BOB
	P07_09_超絶シリーズ
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